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解
題
4］『
妙
極
堂
遺
稿
』
収
録
の
文
（
銘
縁
起
表
白
等
）
に
つ
い
て
覚
彦
浄
厳
は
生
前
か
ら
弘
法
大
師
空
海
の
再
来
と
風
評
さ
れ
た
。
空
海
の
遺
稿
は
門
弟
真
済
に
よ
っ
て
十
巻
に
集
成
さ
れ
、
『
性
霊
集
』
の
名
で
伝
え
ら
れ
る
が
、
浄
厳
の
遺
稿
も
ま
た
門
弟
慧
曦
に
よ
っ
て
七
巻
七
冊
に
ま
と
め
ら
れ
、
『
妙
極
堂
遺
稿
』
と
し
て
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
慧
曦
が
師
の
遺
稿
を
編
集
す
る
に
当
た
っ
て
『
性
霊
集
』
を
つ
よ
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
は
『
妙
極
堂
遺
稿
』
第
一
冊
目
巻
頭
の
「
叙
」
か
ら
容
易
に
推
量
さ
れ
る
が
、
上
田
霊
城
師
は
「
浄
厳
の
詩
文
が
門
弟
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
師
再
来
の
信
仰
が
霊
雲
門
下
に
根
づ
き
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
（『
浄
厳
和
尚
伝
記
史
料
集
』
昭
和
五
四
年
八
月
名
著
出
版
、
三
五
頁
）
と
い
わ
れ
る
。
浄
厳
は
そ
の
生
涯
に
膨
大
な
著
作
を
遺
し
た
が
、
『
妙
極
堂
遺
稿
』
七
巻
七
冊
に
は
浄
厳
の
生
前
ま
た
没
後
に
も
公
刊
さ
れ
な
か
っ
た
詩
文
が
多
数
収
録
さ
れ
て
い
る
。
少
年
時
代
か
ら
生
涯
に
わ
た
っ
て
愛
好
し
た
漢
詩
や
聯
句
に
は
時
事
的
要
素
が
多
く
詠
み
込
ま
れ
て
い
て
、
単
に
文
芸
的
な
意
味
で
の
漢
詩
や
聯
句
に
止
ま
っ
て
い
な
い
の
が
特
徴
で
、
と
く
に
旅
中
の
漢
詩
は
寺
社
仏
閣
へ
の
参
詣
を
怠
ら
な
か
っ
た
浄
厳
の
巡
礼
記
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
書
は
そ
の
折
々
の
人
的
交
流
の
軌
跡
を
示
し
て
い
る
か
ら
、
高
弟
蓮
体
の
『
浄
厳
大
和
尚
行
状
記
』
を
は
じ
め
諸
伝
記
類
に
記
さ
れ
た
事
項
の
確
認
や
間
隙
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
、
な
に
よ
り
浄
厳
自
筆
の
草
稿
を
も
っ
て
書
写
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
重
い
価
値
を
有
し
て
い
る
。
上
田
師
は
こ
れ
ら
遺
稿
を
分
類
整
理
さ
れ
て
、
漢
詩
一
一
五
二
首
聯
句
三
首
書
十
二
通
文
（
銘
縁
起
表
白
等
）
一
○
一
と
数
え
ら
れ
て
い
る
。
上
田
師
が
「
文
」
（
銘
縁
起
表
白
等
）
と
さ
れ
た
も
の
に
は
、
賛
（
画
賛
像
賛
）
や
勧
進
状
募
縁
疏
寺
記
、
ま
た
著
作
の
序
跋
、
諷
誦
文
な
ど
も
含
む
と
考
え
た
い
。
こ
と
に
画
賛
像
賛
な
ど
の
「
賛
」
は
梵
讃
漢
讃
和
讃
と
類
を
同
じ
く
し
、
本
来
法
会
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
四
句
一
章
の
形
態
は
漢
詩
と
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
の
機
能
と
意
義
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。
な
お
、
た
と
え
ば
『
遺
稿
』
巻
二

承
応
二
年
条
に
収
め
ら
れ
た
「
代
清
水
村
喜
兵
衞
作
為
愛
子
第
七
年
忌
追
福
詩
并
序
」
は
清
水
村
喜
兵
衛
の
求
め
に
応
じ
て
、
そ
の
愛
子
道
正
禅
定
門
七
回
忌
追
悼
の
た
め
に
十
五
歳
の
少
年
空
経
（
浄
厳
）
が
作
詩
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
翌
承
応
三
年
条
に
載
る
「
悼
三
五
郎
少
年
呈
金
剛
院
主
書
并
詩
」
は
金
剛
院
主
の
甥
三
五
郎
少
年
の
死
を
悔
む
書
状
と
詩
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
単
に
追
悼
詩
と
い
う
よ
り
も
、
法
会
に
お
い
て
そ
の
死
を
悼
ん
で
生
前
の
功
徳
を
霊
に
述
べ
る
「
し
の
び
ご
と
」
す
な
わ
ち
「
誄
」
と
称
す
べ
き
も
の
に
な
り
え
て
い
る
。
空
海
を
敬
慕
し
、
み
ず
か
ら
空
経
と
称
し
た
少
年
の
そ
の
思
考
の
深
さ
と
文
才
に
驚
く
。
こ
こ
に
、
『
妙
極
堂
遺
稿
』
七
巻
七
冊
に
収
録
さ
れ
た
鐘
銘
縁
起
表
白
勧
進
状
募
縁
疏
寺
記
画
賛
像
賛
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
文
」
を
抄
出
し
て
一
覧
し
た
い
。『
妙
極
堂
遺
稿
』
は
作
品
が
成
立
年
時
順
に
編
集
さ
れ
て
も
お
り
、「
文
」
抄
出
の
一
覧
は
浄
厳
一
生
涯
の
行
業
の
大
概
を
把
握
す
る
助
力
と
な
り
え
よ
う
。
し
か
し
浄
厳
の
著
作
は
膨
大
で
あ
る
。
公
刊
さ
れ
た
著
作
を
は
じ
め
、
蓮
体
の
『
浄
厳
大
和
尚
行
状
記
』
な
ど
の
諸
伝
記
類
を
も
「
文
」
抄
出
の
対
象
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
後
日
の
宿
題
と
し
た
い
。
冒
頭
に
番
号
を
付
し
、
成
立
年
時
（
西
暦
年
齢
）
表
題
（
本
文
は
省
略
。
『
妙
極
堂
遺
稿
』
の
巻
数
収
録
年
条
）
を
示
し
た
。
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『
妙
極
堂
遺
稿
』
収
録
の
文
（
銘
縁
起
表
白
等
）
一
覧
001承
応
二
年
（
一
六
五
三
十
五
歳
）
六
月
六
日
。
高
野
山
真
別
処
の
興
律
派
祖
賢
俊
良
永
の
七
回
忌
に
当
た
り
、
勧
化
を
受
け
た
河
内
磯
長
の
道
俗
村
民
が
挙
っ
て
報
恩
の
た
め
に
宝
篋
印
塔
を
建
つ
。
空
経
（
浄
厳
）
そ
の
銘
文
並
に
序
を
草
す
。
「
宝
篋
印
塔
銘
并序
」
 巻
二
承
応
二
年
条

002承
応
三
年
（
一
六
五
四
十
六
歳
）
是
歳
。
河
内
錦
部
郡
続
松
屋
（
河
内
長
野
市
天
見
）
の
橋
は
徳
川
二
代
将
軍
秀
忠
が
天
王
寺
建
立
の
余
材
を
も
っ
て
再
興
し
た
も
の
だ
が
、
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
の
水
害
に
遭
っ
た
。
こ
れ
を
修
築
し
て
高
野
山
参
詣
の
人
馬
の
難
を
救
わ
ん
た
め
、
勧
進
状
を
草
し
て
諸
人
に
一
紙
半
銭
の
喜
捨
を
請
う
。
「
特
ニ請
下 蒙
二 十
方
檀
越
之
助
縁
一 再
中 興
河
州
錦
部
郡
続
松
屋
之
橋
上 状
」
 巻
二
承
応
三
年
条

003承
応
四
年
（
一
六
五
五
十
七
歳
）
是
歳
。
肥
前
平
戸
の
僧
大
泉
が
錦
部
郡
市
村
の
弘
法
大
師
ゆ
か
り
の
妙
法
寺
跡
に
草
庵
を
建
て
て
仲
哀
天
皇
の
霊
と
村
荘
の
鎮
護
を
祈
る
希
望
あ
る
を
知
り
、
代
わ
っ
て
勧
進
状
を
草
す
。
「
法
師
大
泉
欲
レ 落
二 成
草
庵
一 之
勧
進
状
」
 巻
二
承
応
四
年
条

004明
暦
二
年
（
一
六
五
六
十
八
歳
）
是
歳
。
和
州
風
森
神
宮
寺
で
同
寺
再
興
を
祈
っ
て
一
日
六
座
の
光
明
真
言
土
砂
加
持
法
要
を
執
行
し
、
そ
の
諷
誦
文
及
び
表
白
を
草
す
。
「
於
和
州
上
郡
佐
備
村
風
森
神
宮
寺
執
行
土
砂
加
持
之
過
去
帳
」「
同
表
白
」
 巻
二
明
暦
二
年
条

005明
暦
二
年
（
一
六
五
六
十
八
歳
）
是
歳
。
城
金
剛
寺
三
宝
院
で
行
わ
れ
る
灌
頂
法
会
の
誦
経
文
を
草
す
。
「
三
宝
院
灌
頂
誦
経
」
 巻
二
明
暦
二
年
条

006明
暦
三
年
（
一
六
五
七
十
九
歳
）
是
歳
。
越
前
栖
原
里
の
中
村
長
兵
衞
の
再
三
の
慫
慂
に
よ
っ
て
聖
徳
太
子
明
恵
高
弁
上
人
ゆ
か
り
の
越
前
一
乗
谷
瀧
谷
寺
の
縁
起
を
草
す
。
「
一
乗
谷
瀧
谷
寺
縁
記
」
 巻
二
明
暦
三
年
条

007明
暦
三
年
（
一
六
五
七
十
九
歳
）
是
歳
。
河
内
金
剛
山
の
縁
起
梗
概
を
草
し
、
巻
尾
に
詩
一
を
付
す
。
「
金
剛
山
記
」
 巻
二
明
暦
三
年
条

008万
治
二
年
（
一
六
五
九
二
十
一
歳
）
二
月
三
日
。
掠
劫
の
難
に
遭
っ
た
河
内
観
心
寺
に
、
江
湖
の
僧
性
遍
が
小
堂
を
再
建
し
て
阿
弥
陀
仏
像
を
寄
附
す
る
旨
の
状
を
性
遍
に
代
わ
っ
て
草
す
。
「
再
営
小
堂
安
置
阿
弥
陀
尊
像
寄
附
観
心
寺
状
」
 巻
二
万
治
二
年
条

009万
治
二
年
（
一
六
五
九
二
十
一
歳
）
四
月
八
日
。
河
内
観
心
寺
に
寓
居
す
る
沙
門
宏
玄
に
代
わ
っ
て
不
動
尊
像
修
補
勧
進
状
を
草
す
。
「
請
特
沐
十
方
緇
白
勠
力
修
補
不
動
明
王
尊
像
状
」
 巻
二
万
治
二
年
条

010万
治
三
年
（
一
六
六
〇
二
十
二
歳
）
是
歳
。
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
の
兵
燹
で
焼
失
し
た
河
内
丹
南
郡
德
蓮
寺
本
堂
再
興
の
た
め
の
勧
進
状
を
、
再
建
に
奔
走
す
る
沙
門
覚
英
に
代
っ
て
草
す
。
「
請
特
蒙
十
方
貴
賤
之
助
力
再
興
河
内
州
丹
南
郡
野
中
山
德
蓮
寺
本
堂
勧
進
状
」
 巻
二
万
治
三
年
条

011寛
文
四
年
（
一
六
六
四
二
十
六
歳
）
三
月
。
相
州
藤
沢
観
正
院
略
記
を
創
建
者
松
下
八
太
夫
源
正
直
の
求
め
に
応
じ
て
即
席
に
草
す
。
「
相
州
藤
沢
郷
海
見
山
草
海
寺
観
正
院
略
記
即
席
応
求
」
 巻
四
寛
文
四
年
条

012寛
文
四
年
（
一
六
六
四
二
十
六
歳
）
八
月
八
日
。
法
主
快
宣
の
た
め
に
、
土
砂
加
持
諷
誦
文
を
即
席
に
草
す
。
「
為
土
砂
加
持
諷
誦
文
即
時
馳
筆
」
 巻
四
寛
文
四
年
条

013寛
文
四
年
（
一
六
六
四
二
十
六
歳
）
是
歳
。
某
の
た
め
に
、
代
わ
っ
て
そ
の
亡
父
追
薦
諷
誦
文
を
即
時
に
草
す
。
「
為
某
亡
父
設
追
薦
諷
誦
文
即
時
代
作
」
 巻
四
寛
文
四
年
条

014寛
文
四
年
（
一
六
六
四
二
十
六
歳
）
是
歳
。
河
内
河
合
寺
縁
起
を
草
す
。
「
内
州
錦
県
河
合
寺
縁
起
」
 巻
四
寛
文
四
年
条

015寛
文
四
年
（
一
六
六
四
二
十
六
歳
）
是
歳
。
縁
起
無
き
を
憤
り
、
越
前
高
台
山
楞
厳
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寺
記
を
草
し
、
後
世
の
同
志
に
貽
さ
ん
と
す
。
「
高
台
山
楞
厳
寺
記
」
 巻
四
寛
文
四
年
条

016寛
文
五
年
（
一
六
六
五
二
十
七
歳
）
八
月
七
日
。
高
野
山
蓮
上
院
二
十
一
世
権
大
僧
都
覚
秀
に
代
わ
っ
て
法
楽
寺
を
妙
音
寺
と
す
る
べ
き
を
草
す
。
「
法
楽
寺
為
妙
音
寺
之
」
 巻
四
寛
文
五
年
条

017寛
文
五
年
（
一
六
六
五
二
十
七
歳
）
是
冬
。
友
人
空
性
の
求
め
に
応
じ
、
明
春
天
野
宮
に
於
け
る
論
議
の
草
稿
を
代
作
す
。
「
明
年
孟
春
之
初
、
天
野
宮
ニ
有
二
毎
歳
例
規
之
五
問
一
答
之
論
議
一
。
其
丁
ル二
竪
義
ニ一
之
人
者
、
予
カ
所
ノ二
素
ヨ
リ
相
知
ル一
之
空
性
子
也
。
其
ノ
第
一
ノ
答
ハ
謂
ク
遍
計
所
執
、
其
ノ
第
二
ノ
答
ハ
謂
ク
三
自
大
乗
。
此
之
二
條
ノ
一
重
嘱
シ
テ
レ
予
ニ
書
セ
シ
ム
レ
之
ヲ
。
竟
レ
日
達
レ
夕
ニ
引
テ及
二 暁
天
一
。
稍
ク畢
フレ 事
ヲ矣
、
因
テ述
二 一
偈
一 示
スレ 之
ニ」
 巻
四
寛
文
五
年
条

018寛
文
七
年
（
一
六
六
七
二
十
九
歳
）
六
月
二
十
一
日
。
金
剛
峰
寺
南
院
主
良
意
に
代
わ
っ
て
南
院
修
覆
記
を
草
す
。
「
南
院
修
覆
記
」
 巻
四
寛
文
七
年
条

019寛
文
七
年
（
一
六
六
七
二
十
九
歳
）
是
秋
。
明
国
の
凌
迪
知
『
文
選
錦
字
録
』
二
十
一
巻
を
校
訂
施
注
し
た
『
増
続
注
文
選
錦
字
』
の
序
を
す
。
「
文
選
錦
字
録
自
序
」
 巻
四
寛
文
五
年
条

020寛
文
九
年
（
一
六
六
九
三
十
一
歳
）
三
月
上
旬
。
但
州
竹
野
の
荊
木
山
縁
起
を
草
す
。
「
但
州
美
含
郡
竹
野
郷
荊
木
山
縁
起
」
 巻
五
寛
文
九
年
条

021寛
文
九
年
（
一
六
六
九
三
十
一
歳
）
是
歳
。
汎
用
に
過
去
帳
序
を
す
。
「
過
去
帳
序
」
 巻
五
寛
文
九
年
条

022寛
文
九
年
（
一
六
六
九
三
十
一
歳
）
是
歳
。
天
野
奥
沢
灯
籠
銘
を
す
。
「
天
野
奥
沢
灯
籠
銘
」
 巻
五
寛
文
九
年
条

023寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
三
十
二
歳
）
六
月
二
十
七
日
。
南
山
寓
住
の
沙
門
澹
然
に
代
っ
て
、
備
中
の
祇
園
寺
縁
起
を
草
す
。
「
補
陀
洛
山
祇
園
寺
縁
起
」
 巻
五
寛
文
十
年
条

024寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
三
十
二
歳
）
是
秋
。
千
手
院
住
持
宥
昌
の
請
に
よ
り
遠
州
青
林
山
頭
陀
寺
の
鐘
銘
を
す
。
「
頭
陀
寺
鐘
銘
并
序
」
 巻
五
寛
文
十
年
条

025寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
三
十
三
歳
）
是
歳
。
大
坂
興
德
寺
千
手
堂
募
縁
疏
を
草
す
。
「
摂
之
大
坂
興
德
寺
千
手
堂
募
縁
疏
」
 巻
五
寛
文
十
一
年
条

026寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
三
十
三
歳
）
是
歳
。
河
内
円
通
寺
鋳
鐘
募
縁
疏
を
草
す
。
「
請
下
於
二
内
州
石
川
郡
本
不
見
山
円
通
寺
一
鋳
二
一
ノ
鉅
鐘
一
警
二
悟
長
眠
ノ
群
類
一
免
中
脱
無
明
ノ大
夜
上 募
縁
ノ疏
」
 巻
五
寛
文
十
一
年
条

027寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
三
十
三
歳
）
是
歳
。
和
州
慈
眼
寺
之
記
を
草
す
。
「
和
州
上
郡
千
光
山
慈
眼
寺
之
記
」
 巻
五
寛
文
十
一
年
条

028寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
三
十
四
歳
）
九
月
。
仏
歯
之
記
を
草
し
て
菩
提
山
寺
に
奉
納
す
。
「
仏
歯
之
記
」
 巻
五
寛
文
十
二
年
条

029寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
三
十
四
歳
）
是
歳
。
汎
用
に
過
去
霊
簿
題
辞
を
す
。
「
過
去
靈
簿
題
辞
」
 巻
五
寛
文
十
二
年
条

030寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
三
十
四
歳
）
是
歳
。
大
鳥
山
神
鳳
寺
の
真
政
円
忍
律
師
の
行
状
記
を
草
す
。
「
円
忍
律
師
行
状
」
 巻
五
寛
文
十
二
年
条

031寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
三
十
四
歳
）
是
歳
。
汎
用
に
誦
経
表
白
を
す
。
「
誦
経
表
白
」
 巻
五
寛
文
十
二
年
条

032寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
三
十
四
歳
）
是
歳
。
吉
野
山
金
剛
蔵
王
講
の
表
白
を
草
す
。
「
吉
野
山
金
剛
蔵
王
講
表
白
」
 巻
五
寛
文
十
二
年
条

033寛
文
十
三
年
（
一
六
七
三
三
十
五
歳
）
正
月
。
募
縁
疏
を
草
し
て
鬼
住
村
民
に
大
般
若
経
の
利
益
を
説
き
、
洛
陽
の
書
肆
か
ら
購
入
し
た
同
経
を
同
村
常
楽
寺
に
奉
納
せ
し
む
。
「
大
般
若
経
募
縁
疏
」
 巻
六
寛
文
十
三
年
条

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034寛
文
十
三
年
（
一
六
七
三
三
十
五
歳
）
二
月
十
七
日
。
某
三
十
三
度
行
者
の
供
養
の
た
め
に
曼
荼
羅
供
表
白
並
に
諷
誦
文
を
草
す
。
「
三
十
三
処
巡
礼
三
十
三
度
供
養
漫
荼
羅
供
表
白
」「
同
諷
誦
文
」
 巻
六
寛
文
十
三
年
条

035寛
文
十
三
年
（
一
六
七
三
三
十
五
歳
）
是
歳
。
米
田
八
郎
左
衛
門
の
需
め
に
応
じ
て
八
幡
大
神
影
に
賛
を
付
す
。
「
八
幡
大
神
ノ影
ノ賛
応
米
田
八
郎
左
衛
門
需
ニ一」
 巻
六
寛
文
十
三
年
条

036寛
文
十
三
年
（
一
六
七
三
三
十
五
歳
）
是
歳
。
菅
原
道
真
の
御
影
に
賛
を
付
す
。
「
菅
神
ノ像
ノ賛
」
 巻
六
寛
文
十
三
年
条

037寛
文
十
三
年
（
一
六
七
三
三
十
五
歳
）
是
歳
。
京
都
牛
尾
山
法
厳
寺
実
録
お
よ
び
同
寺
興
建
幹
縁
疏
を
草
す
。
「
牛
尾
山
法
厳
寺
実
録
」「
同
寺
興
建
幹
縁
疏
」
 巻
六
寛
文
十
三
年
条

038寛
文
十
三
年
（
一
六
七
三
三
十
五
歳
）
是
歳
。
阿
州
勝
浦
郡
霊
鷲
山
鶴
林
寺
の
縁
起
を
草
す
。
「
阿
州
勝
浦
郡
靈
鷲
山
ノ記
」
 巻
六
寛
文
十
三
年
条

039寛
文
十
三
年
（
一
六
七
三
三
十
五
歳
）
是
歳
。
阿
州
勝
浦
郡
霊
鷲
山
鶴
林
寺
の
地
蔵
菩
の
霊
験
を
記
す
。
「
聖
尊
感
応
」
 巻
六
寛
文
十
三
年
条

040延
宝
元
年
（
一
六
七
三
三
十
五
歳
）
是
歳
。
播
州
法
花
山
吉
祥
寺
記
を
草
す
。
「
播
之
美
葱
郡
吉
川
谷
吉
祥
寺
記
」
 巻
六
延
宝
元
年
条

041延
宝
三
年
（
一
六
七
五
三
十
七
歳
）
是
歳
。
以
前
草
し
た
大
鳥
山
神
鳳
寺
の
真
政
円
忍
律
師
の
行
状
記
に
賛
を
付
す
。
「
円
忍
律
師
ノ行
状
并賛
行
状
載
于
別
巻
」
 巻
六
延
宝
三
年
条

042延
宝
三
年
（
一
六
七
五
三
十
七
歳
）
是
歳
。
自
著
『
菩
戒
註
』
の
自
叙
を
す
。
「
菩
戒
註
自
叙
」
 巻
六
延
宝
三
年
条

043延
宝
四
年
（
一
六
七
六
三
十
八
歳
）
九
月
十
六
日
。
河
内
石
川
郡
龍
泉
寺
の
銅
鐘
銘
を
す
。
「
龍
泉
寺
銅
鐘
銘
」
 巻
六
延
宝
四
年
条

044延
宝
四
年
（
一
六
七
六
三
十
八
歳
）
是
歳
。
越
中
千
光
寺
の
銅
鐘
銘
を
す
。
「
越
中
芹
谷
山
千
光
寺
銅
鐘
銘
」
 巻
六
延
宝
四
年
条

045延
宝
五
年
（
一
六
七
七
三
十
九
歳
）
十
二
月
二
十
三
日
。
讃
州
塩
飽
の
極
楽
密
寺
主
宥
誉
阿
闍
梨
の
求
め
に
よ
っ
て
銅
鐘
銘
を
す
。
「
讃
州
牛
頭
山
極
楽
密
寺
長
德
院
銅
鐘
銘
」
（
仮
題
）
 巻
六
延
宝
五
年
条

046延
宝
六
年
（
一
六
七
八
四
十
歳
）
正
月
。
和
州
宇
知
郡
宇
野
郷
の
青
龍
寺
の
銅
鐘
銘
を
す
。
「
和
州
青
龍
寺
銅
鐘
銘
」
 巻
六
延
宝
六
年
条

047延
宝
六
年
（
一
六
七
八
四
十
歳
）
三
月
二
十
六
日
。
讃
州
善
通
寺
誕
生
院
主
宥
謙
の
招
き
に
よ
っ
て
讃
州
に
赴
く
途
中
、
摂
津
住
吉
地
蔵
院
で
遍
照
院
修
造
幹
縁
疏
を
草
す
。
「
備
中
西
阿
地
シ
ア
チ
遍
照
院
修
造
幹
縁
疏
戊
午
三
月
廿
六
日
於
住
吉
地
蔵
院
作
」
 巻
六
延
宝
六
年
条

048延
宝
六
年
（
一
六
七
八
四
十
歳
）
三
月
二
十
八
日
。
ま
た
讃
州
へ
の
旅
中
、
大
坂
の
旅
館
で
泉
州
大
鳥
郡
和
田
谷
の
補
陀
洛
山
放
光
寺
記
を
草
す
。
「
泉
州
補
陀
洛
山
ノ記
竪
百
五
十
歩
横
百
八
十
余
歩
三
月
二
十
八
日
於
大
坂
旅
館
作
」
 巻
六
延
宝
六
年
条

049延
宝
六
年
（
一
六
七
八
四
十
歳
）
七
月
六
日
。
こ
の
年
四
月
二
十
一
日
よ
り
善
通
寺
に
於
て
法
華
経
を
講
じ
始
め
九
月
九
日
に
終
わ
る
。
こ
の
間
雨
請
い
を
し
て
霊
験
あ
り
。
ま
た
講
談
の
暇
に
蓮
体
を
伴
っ
て
弘
法
大
師
の
旧
跡
を
廻
り
、
高
祖
大
師
影
に
賛
を
付
す
。
「
高
祖
大
師
ノ影
賛
七
月
六
日
於
讃
州
善
通
寺
作
シ
テ」
 巻
六
延
宝
六
年
条

与
二
無
村
庄
野
権
十
郎
ニ一
050延
宝
六
年
（
一
六
七
八
四
十
歳
）
十
月
二
十
一
日
。
讃
州
那
珂
郡
塩
飽
広
島
立
石
浦
の
宝
珠
山
神
光
寺
阿
弥
陀
院
の
銅
鐘
銘
を
す
。
「
讃
州
神
光
寺
銅
鐘
銘
」
 巻
六
延
宝
六
年
条

051延
宝
六
年
（
一
六
七
八
四
十
歳
）
是
冬
。
讃
州
屋
島
の
蘭
若
に
寓
居
の
折
り
、
弟
子
入
り
を
望
む
一
信
士
に
一
宝
道
生
の
法
号
を
与
え
た
経
緯
を
記
す
。
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「
一
宝
道
生
號
」
 巻
六
延
宝
六
年
条

052延
宝
六
年
（
一
六
七
八
四
十
歳
）
是
歳
。
播
州
多
可
郡
松
井
荘
の
帰
見
山
金
蔵
寺
記
を
草
す
。
「
播
陽
金
蔵
寺
ノ記
」
 巻
六
延
宝
六
年
条

053延
宝
六
年
（
一
六
七
八
四
十
歳
）
是
歳
。
肥
前
佐
嘉
郡
賀
世
荘
の
宝
歇
山
円
城
寺
の
尊
祐
法
印
の
影
賛
を
草
す
。
「
肥
之
前
州
宝
歇
山
円
城
寺
尊
祐
法
印
ノ影
賛
」
 巻
六
延
宝
六
年
条

054延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
四
十
二
歳
）
是
歳
。
予
州
宇
摩
郡
の
三
角
寺
に
金
光
寺
僧
道
正
が
鋳
造
し
た
鉅
鐘
の
銘
文
を
す
。
「
予
州
三
角
寺
銅
鐘
銘
」
 巻
六
延
宝
八
年
条

055延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
四
十
二
歳
）
是
歳
。
弘
法
大
師
の
画
像
に
賛
を
付
す
。
「
弘
法
大
師
画
像
賛
」
 巻
六
延
宝
八
年
条

056天
和
元
年
（
一
六
八
一
四
十
三
歳
）
六
月
。
讃
州
多
度
郡
曼
荼
羅
寺
の
現
住
宥
盛
阿
遮
の
求
め
に
応
じ
て
寺
記
一
巻
を
草
す
。
「
讃
州
多
度
郡
漫
荼
羅
寺
記
」
 巻
六
延
宝
九
年
条

057天
和
元
年
（
一
六
八
一
四
十
三
歳
）
十
月
。
摂
州
尊
鉢
里
の
多
羅
山
若
王
寺
縁
起
を
草
す
。
「
摂
州
尊
鉢
里
多
羅
山
若
王
寺
縁
起
」
 巻
六
延
宝
九
年
条

058天
和
元
年
（
一
六
八
一
四
十
三
歳
）
是
歳
。
摂
州
天
満
郷
の
大
融
寺
の
銅
鐘
銘
を

す
。
「
摂
州
天
満
郷
大
融
寺
銅
鐘
銘
」
 巻
六
延
宝
九
年
条

059天
和
二
年
（
一
六
八
二
四
十
四
歳
）
三
月
二
十
一
日
。
讃
州
出
釈
峰
虚
空
蔵
堂
助
縁
の
緇
素
名
簿
に
序
を
す
。
「
讃
州
出
釈
峯
虚
空
蔵
堂
助
縁
緇
素
名
簿
序
」
 巻
六
天
和
二
年
条

060天
和
二
年
（
一
六
八
二
四
十
四
歳
）
十
一
月
二
十
三
日
。
讃
州
土
器
郷
の
万
恒
寺
宥
仙
の
需
め
に
応
じ
て
銅
鐘
銘
を
す
。
「
讃
州
鵜
足
郡
万
恒
寺
銅
鐘
銘
并
叙
」
 巻
六
天
和
二
年
条

061天
和
二
年
（
一
六
八
二
四
十
四
歳
）
十
二
月
。
播
州
報
恩
寺
之
記
を
草
す
。
「
播
州
印
南
郡
平
庄
報
恩
寺
之
記
」
 巻
七
天
和
二
年
条

062天
和
二
年
（
一
六
八
二
四
十
四
歳
）
是
歳
。
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
正
月
二
十
六
日
に
遷
化
し
た
師
主
朝
遍
の
行
状
記
を
草
す
。
「
高
野
山
宝
性
院
第
十
九
世
朝
遍
法
印
行
状
」
 巻
六
天
和
二
年
条

063天
和
二
年
（
一
六
八
二
四
十
四
歳
）
是
歳
。『
悉
曇
三
密
鈔
』
の
叙
引
を
す
。
「
悉
曇
三
密
鈔
叙
引
」
 巻
七
天
和
二
年
条

064天
和
二
年
（
一
六
八
二
四
十
四
歳
）
是
歳
。
法
然
上
人
影
に
賛
を
付
す
。
「
法
然
上
人
影
賛
」
 巻
七
天
和
二
年
条

065天
和
二
年
（
一
六
八
二
四
十
四
歳
）
是
歳
。
善
導
大
師
影
に
賛
を
付
す
。
「
善
導
大
師
影
賛
」
 巻
七
天
和
二
年
条

066天
和
三
年
（
一
六
八
三
四
十
五
歳
）
四
月
下
旬
。
長
州
発
光
寺
の
僧
澄
海
大
光
の
勧
め
に
よ
っ
て
尾
道
西
国
寺
に
夏
安
居
し
て
経
を
講
じ
、
寺
僧
ら
に
菩
戒
許
可
を
授
け
安
流
を
伝
授
す
。
安
居
の
間
に
懐
義
宥
英
慧
光
真
寂
普
光
ら
の
助
筆
を
得
て
宥
範
上
人
相
伝
の
安
流
の
折
紙
口
訣
類
を
借
覧
し
て
書
写
校
合
し
、
宥
範
『
大
疏
妙
印
鈔
』
八
十
巻
を
書
写
す
。
ま
た
『
別
行
次
第
』
を
し
、
『
別
行
次
第
秘
記
』
を
起
筆
す
。
そ
の
折
り
澄
海
の
求
め
に
応
じ
て
弘
法
大
師
童
形
像
に
賛
を
付
す
。
「
高
祖
大
師
童
形
像
賛
応
二 長
州
發
光
寺
僧
澄
海
求
一
」
 巻
七
天
和
三
年
条

067天
和
三
年
（
一
六
八
三
四
十
五
歳
）
是
歳
。
摂
州
東
生
郡
小
橋
興
德
寺
主
憲
意
の
需
め
に
応
じ
て
大
師
影
に
賛
を
付
す
。
「
高
祖
大
師
講
般
若
心
経
影
賛
右
持
劔
左
持
珠
住
于
日
輪
下
ノ右
在
天
皇
稽
首
合
掌
之
状
応
ス二
摂
州
東
生
郡
小
橋
興
德
寺
主
憲
意
阿
闍
之
求
メ
ニ
一
」 巻
七
天
和
三
年
条

068貞
享
元
年
（
一
六
八
四
四
十
六
歳
）
二
月
二
十
一
日
。
実
慧
大
徳
興
隆
の
河
内
観
心
寺
は
七
星
如
意
輪
観
音
を
本
尊
と
す
る
。
同
寺
大
衆
の
需
め
に
応
じ
弘
法
大
師
八
百
―45―
五
十
回
忌
曼
荼
羅
供
の
表
白
誦
経
表
白
諷
誦
文
を
草
す
。
「
高
祖
大
師
八
百
五
十
回
忌
漫
荼
羅
供
表
白
」
「
同
漫
荼
羅
供
誦
経
表
白
同
上
」
「
同
諷
誦
文
」
 巻
七
天
和
四
年
条

069貞
享
元
年
（
一
六
八
四
四
十
六
歳
）
三
月
七
日
。
教
興
寺
に
五
間
四
面
の
祖
師
堂
を
建
立
し
て
弘
法
大
師
と
聖
徳
太
子
の
二
尊
像
を
安
置
し
、
伝
法
受
明
結
縁
の
灌
頂
壇
を
開
き
、
誦
経
表
白
諷
誦
文
を
草
し
て
大
師
八
百
五
十
遠
忌
の
行
事
に
当
つ
。
「
伝
法
灌
頂
誦
経
表
白
高
祖
大
師
八
百
五
十
回
忌
教
興
寺
道
場
」「
同
諷
誦
文
」
 巻
七
貞
享
元
年
条

070貞
享
元
年
（
一
六
八
四
四
十
六
歳
）
三
月
七
日
頃
。
河
内
天
野
山
衆
徒
の
た
め
に
大
師
八
百
五
十
回
忌
曼
荼
羅
供
の
表
白
を
草
す
。
「
漫
荼
羅
供
表
白
天
野
山
衆
徒
」
 巻
七
貞
享
元
年
条

071貞
享
元
年
（
一
六
八
四
四
十
六
歳
）
八
月
二
十
一
日
。
弘
法
大
師
像
に
賛
を
付
す
。
「
弘
法
大
師
ノ像
ノ賛
八
月
二
十
一
日
」
 巻
七
貞
享
元
年
条

072貞
享
元
年
（
一
六
八
四
四
十
六
歳
）
是
歳
。
生
駒
宝
山
寺
湛
海
の
需
め
に
応
じ
、
般
若
窟
之
記
を
草
す
。
「
和
州
添
下
郡
般
若
窟
之
記
応
ス二 宝
山
湛
海
師
之
求
メ
ニ
一
也
」
 巻
七
貞
享
元
年
条

073貞
享
二
年
（
一
六
八
五
四
十
七
歳
）
三
月
十
日
。
河
内
観
心
寺
衆
徒
の
た
め
に
同
寺
恒
例
祖
師
忌
辰
曼
荼
羅
供
の
誦
経
表
白
を
草
す
。
「
観
心
寺
恒
例
祖
師
忌
辰
曼
荼
羅
供
誦
経
表
白
三
月
十
日
」
 巻
七
貞
享
二
年
条

074貞
享
二
年
（
一
六
八
五
四
十
七
歳
）
十
二
月
十
五
日
。
江
戸
市
谷
光
德
院
落
慶
法
要
の
理
趣
三
昧
表
白
を
草
す
。
「
江
戸
市
谷
光
德
院
観
音
閣
建
立
供
養
并
安
像
慶
讃
理
趣
三
昧
表
白
十
二
月
十
五
日
」
 巻
七
貞
享
二
年
条

075貞
享
三
年
（
一
六
八
六
四
十
八
歳
）
閠
三
月
七
日
。
江
戸
穴
八
幡
放
生
寺
に
於
て
庭
儀
灌
頂
を
行
じ
、
そ
の
表
白
返
答
諷
誦
文
を
草
す
。
「
武
州
豊
島
郡
高
田
八
幡
宮
放
生
寺
庭
儀
灌
頂
德
表
白
予為
受
者
前
住
密
蔵
院
深
説
房
実
清
為
為
阿
闍
放
生
寺
主
宗
洗
并
本
如

月
七
日
徳
師
三
」「
返
答
」「
同
時
諷
誦
文
」
 巻
七
貞
享
三
年
条

076貞
享
四
年
（
一
六
八
七
四
十
九
歳
）
五
月
二
十
九
日
。
弘
法
大
師
像
に
賛
を
付
す
。
「
弘
法
大
師
ノ
賛
五
月
廿
九
日
」
 巻
七
貞
享
四
年
条

077貞
享
四
年
（
一
六
八
七
四
十
九
歳
）
十
月
八
日
。
弘
法
大
師
像
に
賛
を
付
す
。
「
又
十
月
八
日
」
 巻
七
貞
享
四
年
条

078貞
享
三
年
（
一
六
八
六
四
十
八
歳
）
是
歳
。
駿
府
の
茗
商
的
場
源
七
の
求
め
に
よ
っ
て
日
輪
大
師
像
に
賛
を
付
す
。
「
日
輪
大
師
ノ賛
駿
府
ノ茗
商
的
場
源
七
求
ムレ 焉
ヲ」
 巻
七
貞
享
三
年
条

079貞
享
三
年
（
一
六
八
六
四
十
八
歳
）
是
歳
。
江
戸
牛
込
多
門
院
主
覚
英
の
求
め
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
如
来
図
に
賛
を
付
す
。
「
武
府
牛
罩 ゴ
メ
ノ
郷
多
聞
院
主
覚
英
去
歳
ノ
冬
夢
ラ
ク
弥
陀
如
来
乗
シ
テ
二
一
ノ
舟
ニ一
浮
フ二
于
大
洋
ニ一 一
ノ如
意
珠
泛
フ
ト
二
于
波
上
ニ一 覚
テ而
図
シ
テ
レ
之
索
ム二 賛
ヲ于
予
」
 巻
七
貞
享
三
年
条

080元
禄
元
年
（
一
六
八
八
五
十
歳
）
正
月
二
十
四
日
。
弘
法
大
師
像
に
賛
を
付
す
。
「
弘
法
大
師
賛
正
月
二
十
四
日
」
 巻
七
元
禄
元
年
条

081元
禄
元
年
（
一
六
八
八
五
十
歳
）
三
月
七
日
。
備
後
尾
道
の
西
国
寺
に
於
て
寺
主
密
照
の
た
め
に
伝
法
灌
頂
と
結
縁
灌
頂
を
修
し
、
そ
の
表
白
諷
誦
文
を
草
す
。
「
伝
法
灌
頂
後
朝
嘆
德
ノ表
白
頂
之
戊
辰
春
備
後
尾
道
浦
西
国
寺
主
密
照
灌
時
予
為
二 大
阿
闍
一 妙
厳
勤
レ 之
」「
同
時
諷
誦
文
三
月
七
日
」
 巻
七
元
禄
元
年
条

082元
禄
元
年
（
一
六
八
八
五
十
歳
）
五
月
十
六
日
。
心
誉
清
円
善
女
の
書
写
せ
し
阿
弥
陀
経
一
千
巻
の
終
わ
り
に
賛
す
。
「
書
下 心
誉
清
円
善
女
人
写
二 阿
弥
陀
経
一
千
巻
之
終
上
五
月
十
六
」
 巻
七
元
禄
元
年
条

083元
禄
元
年
（
一
六
八
八
五
十
歳
）
六
月
五
日
。
泉
州
小
寺
の
住
持
存
有
書
写
大
般
若
経
の
跋
文
を
す
。
「
泉
州
大
鳥
郡
池
田
谷
万
町
村
小
寺
ノ
住
持
阿
闍
存
有 ユ
ウ
書
二
写
シ
テ
大
般
若
経
ヲ一
同
村
ノ
父
老
伏
屋
長
左
衞
尉
重
賢
傾
レ 財
供
二 紙
筆
料
一 予
跋
二 其
尾
一
六
月
初
五
」
 巻
七
元
禄
元
年
条

084元
禄
元
年
（
一
六
八
八
五
十
歳
）
十
一
月
。『
梵
網
経
撮
要
』
の
序
文
を
す
。
「
書
二 梵
網
経
撮
要
之
首
一 」
 巻
七
元
禄
元
年
条

―46―
085元
禄
二
年
（
一
六
八
九
五
十
一
歳
）
五
月
二
日
。
弟
子
法
厳
、
浄
厳
の
肖
像
を
画
い
て
題
辞
を
求
む
。
こ
れ
に
題
賛
を
付
す
。
「
法
厳
闍
摸
シ
テ
二
予
カ肖
像
ヲ一
以
求
ムレ 題
セ
ン
コ
ト
ヲ
レ
上
ニ
五
月
二
日
」
 巻
七
元
禄
二
年
条

086元
禄
二
年
（
一
六
八
九
五
十
一
歳
）
七
月
。
請
わ
れ
て
慧
門
『
瑞
芳
共
著
標
科
会
記
羯
磨
疏
』
に
小
引
序
を
し
贈
る
。
「
題
ス
ル
二
標
科
会
記
羯
磨
ノ疏
ニ一 小
引
」
 巻
七
元
禄
二
年
条

087元
禄
二
年
（
一
六
八
九
五
十
一
歳
）
是
歳
。
秘
鍵
大
師
像
に
賛
を
付
す
。
「
大
師
像
賛
世
号
二 秘
鍵
大
師
一 」
 巻
七
元
禄
二
年
条

088元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
五
十
二
歳
）
初
夏
。
宍
戸
氏
所
持
の
観
音
像
に
賛
を
付
す
。
「
宍
戸
氏
観
音
ノ像
ノ賛
初
夏
黒
七
」
 巻
七
元
禄
三
年
条

089元
禄
四
年
（
一
六
九
一
五
十
三
歳
）
十
月
三
日
。
柳
沢
保
明
の
推
挙
に
よ
っ
て
幕
府
よ
り
江
戸
湯
島
に
寺
地
三
千
五
百
坪
と
金
三
百
両
を
下
賜
さ
れ
、
幕
府
永
代
の
祈
願
所
た
る
宝
林
山
霊
雲
寺
を
創
建
す
。
閠
八
月
二
日
着
工
し
十
月
半
ば
に
完
成
。
牧
野
備
後
守
の
喜
捨
を
得
て
銅
鐘
を
鋳
造
し
、
そ
の
銘
文
を
す
。
「
武
州
豊
島
ノ郡
湯
島
ノ郷
宝
林
山
靈
雲
寺
銅
鐘
銘
」
 巻
七
元
禄
四
年
条

090元
禄
五
年
（
一
六
九
二
五
十
四
歳
）
七
月
二
十
日
。
紹
観
闍
の
需
め
に
応
じ
、
弘
法
大
師
御
影
に
賛
を
付
す
。
「
高
祖
大
師
ノ御
影
ノ賛
七
月
廿
日
応
紹
観
闍
需
」
 巻
七
元
禄
五
年
条

091元
禄
五
年
（
一
六
九
二
五
十
四
歳
）
九
月
二
日
。
長
江
瑞
庵
所
持
の
黒
竹
に
賛
を
付
す
。
「
長
江
氏
瑞
庵
カ黒
竹
ノ賛
九
月
二
日
」
 巻
七
元
禄
五
年
条

092元
禄
七
年
（
一
六
九
四
五
十
六
歳
）
四
月
十
八
日
。
光
明
無
礙
観
を
修
し
た
後
、
大
島
氏
に
指
導
の
言
を
与
え
る
。
「
書
ス二 光
明
無
礙
観
後
ニ一 示
ス二
大
島
氏
ニ一
甲
戌
四
月
十
八
日
」
 巻
七
元
禄
七
年
条

093元
禄
七
年
（
一
六
九
四
五
十
六
歳
）
五
月
六
日
。
十
一
面
観
音
御
影
に
賛
を
付
し
、
こ
れ
を
村
上
氏
に
与
え
る
。
「
賛
シ
テ
二
十
一
面
像
ヲ一 与
ス二 村
上
氏
ニ一
五
月
六
日
」
 巻
七
元
禄
七
年
条

094元
禄
七
年
（
一
六
九
四
五
十
六
歳
）
閏
五
月
。
大
和
法
隆
寺
堂
塔
修
補
の
た
め
募
縁
の
疏
を
法
隆
寺
大
衆
に
代
わ
っ
て
草
す
。
「
大
和
州
法
隆
学
問
寺
殿
塔
修
補
募
縁
疏
」
 巻
七
元
禄
七
年
条

095元
禄
七
年
（
一
六
九
四
五
十
六
歳
）
十
月
十
三
日
。
大
和
法
隆
寺
宝
蔵
の
貝
多
羅
心
経
梵
文
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
悉
曇
十
四
音
を
書
写
し
、
そ
の
意
義
を
記
す
。
「
書
下 謄
二 貝
多
ノ心
経
尊
勝
呪
及
悉
曇
十
四
音
之
後
上
十
月
十
三
日
」
 巻
七
元
禄
七
年
条

096元
禄
八
年
（
一
六
九
五
五
十
七
歳
）
十
二
月
十
七
日
。
『
虚
空
蔵
秘
訣
』
書
写
し
、
そ
の
意
義
を
記
す
。
「
書
ス二 虚
空
蔵
秘
訣
ノ後
ニ一
十
二
月
十
七
日
」
097元
禄
九
年
（
一
六
九
六
五
十
八
歳
）
三
月
十
三
日
。
河
内
観
心
寺
大
衆
、
実
慧
大
徳
八
百
五
十
回
忌
大
曼
荼
羅
供
を
修
す
。
仁
和
寺
真
乗
院
孝
源
導
師
を
勤
め
、
浄
厳
に
命
じ
て
曼
荼
羅
供
表
白
を
草
せ
し
む
。
「
河
州
観
心
寺
実
慧
僧
正
八
百
五
十
囘
忌
漫
荼
羅
供
表
白
仁
和
寺
真
乗
院
前
法
務
大
僧
正
孝
源
為
二 其
導
師
一 命
シ
テ
レ
予
製
ラ
シ
ム
レ
之
」
 巻
七
元
禄
九
年
条

098元
禄
九
年
（
一
六
九
六
五
十
八
歳
）
八
月
十
五
日
。
相
州
高
森
八
幡
宮
の
銅
鐘
銘
を
す
。
「
相
州
大
住
郡
高
森
里
八
幡
宮
ノ銅
鐘
銘
八
月
十
五
日
」
 巻
七
元
禄
九
年
条

099元
禄
十
年
（
一
六
九
七
五
十
九
歳
）
六
月
二
十
八
日
。
武
都
の
新
山
不
著
居
士
が
手
写
の
法
華
経
を
霊
雲
寺
に
持
参
し
て
供
養
を
乞
う
。
よ
っ
て
八
日
仏
成
道
日
に
設
斎
供
養
す
。
そ
の
経
緯
を
記
し
、
賛
偈
を
付
す
。
「
書
二 新
山
不
著
居
士
手
写
ノ法
華
経
ノ之
後
ニ一
六
月
二
十
八
日
」
 巻
七
元
禄
十
年
条

100元
禄
十
年
（
一
六
九
七
五
十
九
歳
）
八
月
三
十
日
。
河
南
高
安
郡
教
興
寺
を
河
州
錦
部
郡
清
水
里
地
蔵
寺
住
持
妙
厳
近
円
（
惟
宝
蓮
体
）
に
悉
く
付
嘱
す
る
状
を
草
す
。
「
河
州
教
興
寺
付
属
ノ状
」
 巻
七
元
禄
十
年
条

101元
禄
十
年
（
一
六
九
七
五
十
九
歳
）
十
二
月
七
日
。
『
冠
註
即
身
成
仏
義
』
を
擱
筆
―47―
し
、
そ
の
頌
を
三
首
草
す
。
「
冠
註
即
身
成
仏
義
絶
筆
頌
三
首
十
二
月
七
日
」
 巻
七
元
禄
十
年
条

102元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
六
十
歳
）
二
月
二
十
五
日
。
鎌
倉
荏
柄
天
神
社
上
遷
宮
の
祭
文
を
草
す
。
「
鎌
倉
荏
柄
天
神
社
上
遷
宮
祭
文
」
 巻
七
元
禄
十
一
年
条

103元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
六
十
歳
）
七
月
四
日
。
坪
井
氏
の
請
に
応
じ
、
龍
猛
大
士
御
影
に
賛
偈
を
付
す
。
「
龍
猛
大
士
賛
偈
応
二 于
坪
井
氏
請
一
七
月
四
日
」
 巻
七
元
禄
十
一
年
条

104元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
六
十
歳
）
是
歳
。
朽
木
植
元
公
の
求
め
に
応
じ
、
弘
法
大
師
御
影
に
賛
を
付
す
。
「
弘
法
大
師
ノ影
ノ賛
応
ス二 朽
木
氏
植
元
公
之
求
ニ一」
 巻
七
元
禄
十
一
年
条

105元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
六
十
一
歳
）
八
月
二
十
一
日
。
若
狭
羽
賀
寺
主
冉
実
の
需
め
に
応
じ
、
寺
宝
の
賛
頌
を
草
し
贈
る
。
「
今
月
初
三
若
州
羽
賀
ハ
ガ
寺
主
冉
実
大
德
見
ル
ヽ
レ
来
リ二
訪
ハ
敝
廬
ヲ一
之
次
テ
覧
ル二
彼
ノ
寺
ノ
実
録
及
ヒ
勅
書
教
策
数
十
通
ヲ一
其
ノ
実
録
ハ
也
則
陽
光
院
之
宸
筆
虎
踞
マ
リ
龍
臥
ス
心
魂
飛
揚
シ
テ
至
ルレ
不
ル
ニ
二
自 ミ
勝
ヘ
粤
ニ
実
公
責
二
貧
道
ニ一
生
筆
セ
ヨ
ト
二
其
ノ
事
ヲ一
貧
道
生
来
不
レ
知
二
文
一
固
辞
ス
レ
ト
モ不
レ 允 ユ
ル
サ
彊 シイ
テ為
レ 頌
曰
八
月
二
十
一
日
」
 巻
七
元
禄
十
二
年
条

106元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
六
十
一
歳
）
十
月
。
武
州
豊
島
郡
練
馬
村
金
乗
院
万
德
寺
主
慧
辯
大
德
の
求
め
に
応
じ
、
鉅
鐘
銘
を
す
。
「
武
州
豊
島
郡
練
馬
村
金
乗
院
鉅
鐘
銘
彼
寺
第
十
一
世
慧
辯
求
銘
内
田
四
郎
兵
衞
施
鐘
」
 巻
七
元
禄
十
二
年
条

107元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
六
十
一
歳
）
是
歳
。
米
倉
丹
後
守
昌
明
、
相
州
に
德
石
山
道
明
寺
を
創
建
し
て
霊
雲
寺
末
と
な
し
銅
鐘
銘
を
求
む
。
よ
っ
て
す
。
「
相
州
大
住
郡
田
原
邨
德
石
山
道
明
寺
銅
鐘
銘
并序
米
倉
丹
後
守
源
昌
忠
法
号
德
石
道
明
其
家
嫡
昌
明
為
レ
報
二
父
恩
一
於
二
其
弟
昌
仲
之
采
地
田
原
村
ニ一
創
建
二
紺
宇
ヲ一
山
名
二
德
石
寺
号
二
道
明
一
蓋
永
世
不
レ
使
レ
忘
二
祖
ノ
業
一 也
而
属
二 予
寺
ニ一
而
為
二 末
寺
一 昌
明
索
二 鐘
銘
于
予
ニ一 故
」
 巻
七
元
禄
十
二
年
条

［
追
記
］
画
像
処
理
翻
刻
文
作
成
等
に
つ
い
て
諸
氏
の
助
力
を
得
た
。
御
礼
申
し
上
げ
る
。
岩
城
佑
希
（
大
学
院
生
活
機
構
研
究
科
生
活
文
化
研
究
専
攻
一
年
）
岡
本
夏
奈
（
日
本
語
日
本
文
学
科
四
年
）
恩
田
寛
子
（
歴
史
文
化
学
科
三
年
）
三
枝
桃
子
（
同
）
佐
野
梨
咲
（
同
）

鈴
木
香
菜
（
同
二
年
）
高
橋
花
乃
（
同
）
竹
村
佳
奈
（
初
等
教
育
学
科
二
年
）
（
関
口
靜
雄
）
 翻
刻
凡
例
	
1
妙
高
山
霊
光
寺
所
蔵
『
妙
極
堂
遺
稿
』
（
写
本
、
全
七
冊
）
の
第
四
冊
目
巻
之
四
を
翻
刻
す
る
。
渋
茶
色
紙
表
紙
、
袋
綴
装
、
縦
二
七
九
㎜
横
一
八
五
㎜
。
2
原
則
と
し
て
通
行
の
文
字
表
記
を
用
い
て
翻
刻
し
た
。
3
行
取
清
濁
誤
字
宛
字
は
底
本
の
ま
ま
に
翻
刻
し
、
改
丁
は
」
④
01オ
の
よ
う
に
示
し
た
。
4
踊
字
繰
返
符
号
は
二
字
分
ま
で
は
底
本
の
ま
ま
と
し
、
そ
れ
以
上
は
通
行
の
表
記
に
改
め
た
。
5
訂
正
後
補
等
の
指
示
が
あ
る
と
き
は
そ
れ
に
従
い
、
本
文
中
に
後
補
挿
入
し
た
文
字
に
は
、「
妙 ・
」
の
よ
う
に
傍
点
を
付
し
た
。
6
韻
文
に
は
適
宜
空
格
を
施
し
た
。
7
判
読
不
能
の
箇
所
は
□
で
示
し
た
。
―48―
」
④
表
表
紙
―49―
（
白
丁
）
」
④
表
表
紙
見
返
妙
極
堂
遺
稿
巻
之
四
侍
者
僧
某
等
編
緑
寛
文
四
甲
辰
年
行
年
二
十
六
内
州
錦
県
河
合
寺
縁
起
夫
惟
火
不 ス
二 自
熾
ナ
ラ
一
熾
フ
ハ必
ス由
レ 薪
ニ法
不
ス二 自
興
ラ一 興
ル
コ
ト
ハ定
メ
テ俟
ツレ 人
ヲ是
ノ故
前
後
二
仏
ノ之
化
導
内
外
両
教
ノ之
隆
興
猶
二 如
四
時
之
錯
行
ハ
レ日
月
ノ之
代
明
ナ
ル
カ
一
也
所
謂
能
ク弘
ノ之
者
ハ吾
カ大
師
薄
伽
梵
其
ノ
人
也
創
メ二 業
ヲ寂
滅
道
場
ニ一 垂
ル二 統
ヲ像
末
法
時
ニ一 其
ノ於
黔
首
ニ一 慈
仁
恩
惠
山
毫
モ猶
禿 ツ
フ
レ海
滴
モ涸
ラ
ス
レ
底
ヲ猥
賎
ノ黠
慧
何
ソ思
二 議
之
一 承
テレ 業
ヲ
而
興
ル者
ノ月
氏
ニ
ハ也
則
馬
鳴
龍
歇
提
婆
童
受
無
天
親
護
」
④
01オ
―50―
法
戒
賢
並
ニ皆
ナ博
通
シ
テ而
研
キ二 精
于
真
乗
ニ一 宏
贍
ニ
シ
テ以
覃
フ
ス
二
思
ヒ
ヲ于
玄
門
ニ一 偉
ト
シ
テ
二
乎
一
時
ニ一 傑
二 然
タ
ル万
世
ニ一 者
也
如
キ
ハ
二
彼
ノ中
華
ノ一 也
則
南
嶽
ノ慧
思
天
台
ノ智
顗
ハ包
二 羅
シ
テ刹
塵
ヲ於
三
観
ニ一 該
二 摂
ス地
墨
ヲ于
一
心
ニ一 清
凉
澄
観
圭
峯
宗
密
ハ扇
二 水
波
ヲ不
離
之
宗 ・
風
ヲ一 建
ツ二 金
荘
不
異
ノ之
法
幢
ヲ一 慈
恩
ノ玄
弉
ハ為
二 唯
識
之
導
首
一 終
南
ノ道
宣
一
ハ
ラ
ニ
ス
二
毘
尼
之
弘
伝
ヲ一 法
朗
吉
蔵
ノ二
豪
ハ則
八
不
ノ智
剣
絶
二 諸
戯
ヲ于
異
途
ニ一 中
道
ノ心
鏡
照
ス二 三
世
ヲ於
不
生
ニ一 至
テ
ハ
下
レ 豊
聡
王
子
ノ降
ス
ニ
中
靈
ヲ於
吾
邦
ニ上 也
発
ス
ル
レ
語
ヲ之
始
称
シ二 大
雄
ノ之
號
ヲ一 志
学
之
後
膺
ツ二 酷
虐
ノ之
党
ヲ一 起
シ二 合
抱
ヲ於
蘗
栽
ニ一 肇
ム二 万
里
ヲ于
跂
歩
ニ一 自
以
降
慧
灌
靈
雲
行
基
菩
提
道
昭
道
慈
空
海
最
澄
鑑
真
慈
訓
或
群
或
友
踵
テレ 武
ヲ
」
④
01ウ
而
行 ユ
ク之
者
幾
何
乎
イ
ク
ソ
ハ
ク
ソ
ヤ哉
或
ハ遠
ク渉
テ二
蒼
波
ヲ一 伝
ヘ二 真
筌
於
絶
徼
ニ一 或
ハ
遐
カ
ニ遊
二 赤
懸
ニ一 礪
ク二 妙
機
ヲ於
碩
師
ニ一 如
レ 是
之
人
事
迹
雖
レ 異
ナ
リ
ト僉
是
感
シ二 王
子
之
遺
風
一
ク
カ
二
上
宮
之
余
烈
ヲ一 之
所
レ 致
ス也
由
レ 是
観
レ 之
則
王
子
ハ豈
ニ二 夫
レ世
雄
ノ之
木
鐸
カ也
与
克
振
テ二 其
文
一 宣
二 敷
テ于
国
ニ一
徇 ト
ナ
ヘ
テ
覃 オヨ
ホ
ス二 蠻
夷
一 抑
為
二 仏
子
一 則
承
二 継
テ慈
父
ノ之
業
ヲ一 為
二 法
将
一 則
張
二
皇
ニ
ス聖
王
之
命
ヲ一 維
忠
維
孝
孰
能
ク加
ヘ
ン
レ
焉
乎
哉
雖
レ 有
二 弘
通
之
師
一 然
無
二 輔
弼
之
人
一 則
難
シレ 為
二 遂
成
ヲ一 輔
二 弼
ス
ル豊
聡
ノ之
鴻
業
一 者
蘇
馬
子
尤
モ厥
ノ選
也
此
寺
ハ也
者
則
馬
子
ノ之
胤
入
鹿
ノ臣
皇
極
二
年
癸
卯
奉
テレ 敕
ヲ所
ナ
リ
二
経
営
ス
ル
一
之
也
入
鹿
取
二 材
ヲ于
林
ニ一 陶
二 瓦
ヲ
于
郊
ニ一 鑿
二 石
于
山
ニ一 芟
レ
除
ヒレ 榛
ヲ治
二 基
阯
ヲ一 郢
工
奏 ス
ヽ
メレ 功
ヲ壮
者
献
」
④
02オ
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レ 力
庶
民
子
来
シ役
夫
蟻
集
ス鞠
レ 明
究
レ
不
レ 日
而
成
ン
ス四
阿
有
厳
若
競
斯
飛
丹
粟
絢
爛
ト
シ
テ眩
耀
ス人
目
ニ一 于
二 其
ノ正
殿
ニ一 奉
ス二 千
眼
大
悲
並
金
剛
蔵
王
ヲ一 葢
平
址
ノ之
日
大
悲
救
世
従
レ 地
湧
出
忿
怒
尊
王
爾
ト
シ
テ来
現
下
フ之
故
ナ
リ也
其
ノ後
逕
テ二 二
十
余
祀
ヲ一 天
智
皇
帝
御
宇
之
日
詔
シ
テ
二
藤
ノ鎌
足
ニ一 就
二
此
山
阿
一 創
メ
テ建
テ二 宝
塔
ヲ一 像
ス二 於
無
量
寿
如
来
ヲ一 又
走
テ和
ノ之
大
安
ニ一 輦
三 致
シ聖
德
王
子
ノ所
二 親
刻
一
之
医
王
善
逝
ヲ一 安
ス二 正
殿
ノ之
左
ニ一 復
安
二 奉
ス仏
舎
利
不
動
忿
怒
大
日
如
来
不
空
羂
索
像
以
倍
ス三 四
衆
ノ之
所
ヲ二 瞻
奉
ス
ル
一
別
ニ搆
二 立
シ
テ
僧
室
八
宇
ヲ一 度
シ
テ
二
比
丘
八
人
ヲ一 朝
懺
暮
悔
午
梵
夜
誦
無
二 時
ト
シ
テ暫
モ
懈
ル
コ
ト
一
施
シ
テ
二
田
若
干
頃
ヲ一 克
二 之
撚
粥
ニ一 後
来
空
海
大
師
練
行
経
由
ノ
」
④
02ウ
之
次
相
テ二 斯
靈
崛
ヲ一 請
二 丹
生
高
野
二
神
及
以
白
山
八
幡
吉
野
神
等
作
二 鎮
ヲ于
艮
ニ一 自
レ
世
々
裨
補
数
回
殿
閣
門
廊
次
第
而
就
ン
ヌ至
二 南
朝
ノ二
帝
ニ一 竭
レ 信
傾
レ 財
賜
二 膏
腴
一 所
謂
泉
之
国
府
今
市
摂
之
溝
守
里
三
之
大
内
等
詔
旨
無
慮
一
百
三
十
余
而
今
見
在
者
纔
余
十
之
一
二
寬
成
天
皇
弘
和
二
年
壬
戌
至
于
永
世
置
権
少
僧
都
権
律
師
法
眼
以
為
統
綱
天
正
之
際
戎
馬
紛
紜
名
藍
望
刹
多
為
燼
之
区
而
狐
兔
之
迹
交
道
此
刹
並
羅
斯
殃
所
蔵
之
舎
利
又
為
根
来
兇
徒
之
被
劫
奪
香
灯
無
継
甓
殆
尽
矣
豊
臣
氏
秀
頼
公
聞
而
嘆
之
乃
命
匠
人
幻
成
殿
堂
黎
庶
悦
服
」
④
03オ
―52―
欣
二 其
ノ復
ス
ル
コ
ト
ヲ
一
レ
古
ニ逝
川
無
クレ 駐
ル
コ
ト風
葉
易
クレ 零
チ真
節
苦
心
年
竄
月
亡
ス
鳥
啼
鹿
棲
テ艸
荒
露
深
シ予 ・
非
ス二 弘
メ
テ
而
隆
ニ
シ
レ
之
大
ニ而
成
一
レ 之
之
人
ニ一 而
復
闕
ク二 輔
而
増
脩
之
檀
主
ヲ一 呀
寐
ニ思
服
フ
ト
モ何
ノ益
カ之
有
ン唯
恐
ク
ハ名
区
勝
境
莫
ン
ハ
レ
記
ス
ル
コ
ト莫
シレ 伝
ル
コ
ト若
夫
無
ン
ハ
レ
伝
ル
コ
ト後
世
ノ之
人
依
テ
カ
レ
何
ニ興
シレ 絶
継
ク
レ 廃
タ
ル之
者
ノ有
ン
ヤ耶
於
レ 是
乎
書
ス
年
月
日
相
州
藤
沢
郷
海
見
山
草
海
寺
観
正
院
略
記
即
席
応
求
相
州
藤
沢
郷
海
見
山
草
海
寺
観
正
院
則
是
松
下
八
太
夫
源
正
直
カ之
所
二 創
建
一 也
正
直
嘗
持
二 念
ス金
銅
正
観
世
音
像
ヲ一 乃
往
聖
之
所
二 鑄
就
一 而
靈
応
異
瑞
二 得
而
称
一 者
也
然
」
④
03ウ
与
二 別
当
草
海
法
師
一 同
レ 心
合
レ 志
為
レ 求
ン
カ
二
現
当
ノ勝
利
ヲ一 経
二 始
シ堂
宇
ヲ一 造
二 殿
閣
ヲ一 雇
テ二 妙
工
ヲ一 而
別
ニ刻
ミ二 楨
像
一
ヲ一 以
二 彼
ノ銅
像
ヲ一 蔵
ム二 此
身
中
ニ一 又
新
ニ彫
二 護
世
四
天
王
像
各
一
ヲ一 安
二 置
ス宝
宮
ニ一 以
為
二
本
尊
ト一 也
伏
願
依
テ二 聖
尊
ノ加
持
力
大
天
ノ威
德
力
ニ一 臨
命
終
ノ時
ニ
莫
二 諸
障
難
一 必
蒙
二 引
摂
一 往
二 生
浄
刹
ニ一 且
刻
レ 石
塔
婆
一
基
建
二
于
堂
ノ前
ニ一 為
レ 知
二 後
昆
ニ一 書
ス二 之
于
牌
一 以
記
寬
文
第
四
歳
舎
甲
辰
三
月
穀
旦
松
下
氏
源
正
直
謹
書
為
土
沙
加
持
諷
誦
文
即
時
馳
筆
観
夫
那
伽
曷
歇
繹
ネ二 幽
ヲ南
印
ニ一 以
排
二 微
言
ノ之
玄
関
ヲ一 遍
照
金
剛
扇
テ二 祕
ヲ東
嵎
ニ一 而
誘
フ二 大
度
ノ之
来
学
ヲ一 遥
源
泝
而
不
レ 究
濬
波
」
④
04オ
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游
而
レ 渉
降
金
地
結
ヒ二 轍
ヲ于
朝
ニ一 珠
林
肩
随
二 于
野
ニ一 其
由
而
来
寔
ニ尚
ヒ乎 カ
ナ哉
曰
若
此
ノ譲
宇
ハ者
智
刃
之
所
二 遊
化
ス
ル
一
宝
印
ノ
之
攸
二 降
託
ス
ル
一
也
矣
動
カ
ス
二
密
雲
ヲ於
岩
岫
ニ一 経
行
之
属
咸

ク被
ル二 蔭
凉
ヲ一
ク二 法
雨
ヲ于
林
ニ一 禅
誦
ノ之
儔
僉
得
二 潤
沢
ヲ一 有
二 沙
門
頼
雄
ト
云者
ノ一
堅
レ 節
ヲ求
レ 真
ヲ絶
レ 粒
捜
ルレ 道
ヲ是
乃
俯
慨
ク二 榱
椽
ノ毀
一 纂
テ造
二 梁
棟
搆
ヲ一
嗚
呼
逝
川
無
レ 待
蔵
舟
易
レ 失
已
雖
二 功
績
之
宏
ト一 復
奈
二 廃
墜
之
何
レ 旃
ニ奘
メ二 十
方
之
篤
信
ヲ一 藉
ル二 万
人
之
資
助
ニ一 新
シ二 屋
甍
之
修
飾
ヲ一 告
ク二 経
営
ノ之
成
畢
ヲ一 於
レ 是
耀
シ二 加
持
土
沙
ノ之
慧
日
ヲ一 以
照
二
迷
倒
ヲ一 艤
二 済
度
衆
生
ノ之
慈
航
ヲ一 而
到
ン二 寂
滅
ニ一 然
則
法
灯
久
輝
キ
密
乗
長
ク運
ハ
ム仰
請
十
方
仏
陀
成
二 満
シ
玉
ヘ悉
地
ヲ一 乃
至
法
界
平
等
」
④
04ウ
利
益
寛
文
四
年
八
月
八
日
護
持
法
主
快
宣
敬
白
為
某
亡
父
設
追
薦
諷
誦
文
即
時
代
作
夫
春
園
ノ之
桃
華
ハ使
三 詩
人
怨
二 五
更
之
風
ヲ一 秋
林
之
楓
ノ葉
ハ教
三
幽
禽
失
二 一
朝
之
棲
ヲ一 無
智
ノ卉
木
猶
已
ニ遷
移
ス
ル
コ
ト如
レ 此
而
况
有
レ 心
ロ人
類
転
変
何
ソ論
セ
ム乎
逝
水
無
レ 駐
隙
駟
シレ 追
ヒ是
ノ故
秦
皇
漢
武
誰
亦
見
レ
斂
湯
周
文
唯
聞
ク二 其
ノ名
ノ
ミ
ヲ
一
嗚
呼
哀
哉
我
父
兮
恩
極
昊
天
情
胡
ソ不
レ 恤
命
不
二 少
延
一 徒
費
ス二 陟
	ノ之
望
ヲ一 空
興
ス二 風
歇
ノ之

ヲ一 稟
性
朴
直
能
信
二 朋
友
一 勤
行
劬
労
シ
テ世
称
ス二 善
士
ト一 群
国
ノ之
望
郷
県
ノ之
尤
独
員
フ二 其
ノ任
ヲ一 噫
痛
哉
沈
痾
レ 体
宿
恙
切
レ 身
ニ祈
療
無
レ 効
遂
ニ殞
二 其
ノ命
ヲ一 噫
悲
乎
芝
蘭
萎
二 昨
」
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夜
之
霜
ニ一 瓊
瑶
砕
ク二 今
晨
ノ之
雷
ニ一 惘
悦
無
レ 措
輾
転
反
側
ス依
レ

即
今
奉
レ 請
二 三
世
ノ仏
陀
十
方
ノ賢
聖
ニ一 献
二 一
裹
少
物
一 以
表
二 微
心
誠
悃
ヲ一 伏
願
先
亡
煢
魂
頓
出
二 三
有
苦
輪
海
一 忽
昇
二 四
身
楽
受
ノ台
ニ一 乃
至
鱗
蹄
角
牙
同
飽
二 爾
乳
之
珍
味
ニ一 喘
動
飛
走
斉
遊
シ二 阿
字
ノ之
宝
閣
ニ一
高
台
山
楞
厳
寺
記
粤
有
二 奇
峯
雲
翻
レ 風
ニ靈
仙
如
レ 在
ス
カ霧
帳
罩
レ 月
神
人
似
タ
リ
レ
存
ス
ル
ニ
于
レ 時
有
二 泰
澄
法
師
姓
三
神
氏
越
之
前
州
麻
生
津
人
父
安
角
母
伊
野
氏
夢
白
玉
入
レ 懐
白
鳳
十
一
年
六
月
十
一
日
生
時
白
雪
降
落
庭
宇
皚
々
産
屋
之
上
積
ム
コ
ト寸
余
及
五
」
④
05ウ
六
歳
不
レ 交
二 児
ニ一 不
レ 遊
二 都
殿
一 百
戯
喧
ス
シ
ケ
レ
ト
モ
二
衢
ニ一 未
二 曽
出
見
一 唯
以
二 泥
土
ヲ一 作
二 仏
像
一 以
二 草
木
一 搆
二 堂
宇
一 或
采
二 花
水
一 合
掌
供
献
持
統
六
年
道
昭
師
遊
二 化
シ此
ノ地
ニ一 適
投
ス二 三
神
氏
一 忽
見
二 小
童
ヲ一
頭
現
二 円
光
一 覆
以
二 宝
蓋
一 昭
独
見
余
不
レ 能
レ 見
昭
驚
告
二 父
母
ニ一
曰
此
ノ児
神
童
ナ
リ也
加
ヘ
ヨ
二
敬
育
ヲ一 焉
時
ニ澄
十
一
歳
十
四
ノ時
夢
ニ身
坐
二 蓮
台
ニ一 傍
ラ
ニ有
二 沙
門
一 語
テ曰
汝
知
ル
ヤ否
ヤ我
レ
ハ是
レ汝
カ本
師
ナ
リ也
住
二 在
ス
西
方
ニ一 汝
所
ノレ 坐
ス
ル蓮
ハ者
観
自
在
所
持
ノ之
華
ナ
リ也
汝
可
下 以
二 比
丘
ノ
形
ヲ一 施
ス中 十
一
面
利
生
普
照
ノ之
德
ヲ上 覚
而
怪
喜
ミ慎
不
レ 語
レ 人
其
歳
冬
見
ル
ニ
レ
児
ヲ夜
々
失
レ 之
怪
テ語
ル
ニ
二
兄
安
方
一 曰
ク季
児
毎
夜
潜
出
ス
汝
墅
二 所
止
一 安
方
承
レ 教
竊
ニ伺
二 出
時
ヲ一 匿
レ 身
踵
レ 跡
到
ル二 越
知
ノ峰
ニ一
」
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岩
洞
中
弟
入
内
礼
拝
数
百
高
ク唱
ヘ
テ曰
南
無
十
一
面
観
世
音
神
変
不
思
議
者
ト言
已
テ出
レ 洞
ヲ登
ル二 峰
頂
一 安
方
不
レ 能
レ 昇
コ
ト返
宿
二 洞
中
ニ一 遅
明
帰
レ 家
報
レ 父
未
レ 脱
レ 履
弟
児
帰
後
到
二 越
知
峯
ニ一
苦
修
錬
行
シ自
レ 髪
為
二 比
丘
ト一 衣
二 藤
皮
一 食
二 松
葉
一 修
懺
積
レ 年
発
二 得
智
解
ヲ一 自
然
感
二 悟
シ密
乗
ヲ一 怪
異
之
事
具
難
二
述
一 養
老
元
年
ニ澄
師
夙
ニ興
テ遠
ク眺
レ
ハ
二
東
北
ヲ一 奇
雲
斐
ト
シ
テ（
マ
タ
ラ
カ
ニ
シ
テ
）
勃
興
ス
ル
コ
ト一
七
日
夜
冥
捜
シ
テ覓
ル
ニ
レ
之
ヲ起
ル二 新
開
ノ池
ヨ
リ
一
雲
中
ニ在 イ
マ
シ
テ
二
妙
吉
祥
童
真
一 形
相
間
雅
ニ
シ
テ
威
儀
肅
穆
タ
リ徐
々
南
方至
二 此
ノ峯
ニ一 於
レ 是
安
二 置
シ
テ大
聖
ヲ一 以
専
二 利
済
ヲ一
準
二 擬
シ
テ五
台
ニ一 山
ヲ名
ケ二 高
台
ト一 又
有
二 仏
乗
上
人
ト
云
人
一
山
麓
ニ相
レ 攸
ロ
ヲ草
二 創
ス
精
藍
ヲ一 名
テ曰
二 楞
厳
ト一 澄
素
於
二 白
山
明
神
ニ一 深
有
二 妙
縁
一 因
テレ
ニ亦
」
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請
シ
テ
二
彼
神
ヲ干
此
山
ニ一 餉
供
礼
讃
ス然
則
白
山
明
神
ハ妙
理
大
菩
十
一
面
観
自
在
之
現
体
別
山
ハ聖
観
自
在
之
変
身
大
己
貴
ハ弥
陀
如
来
之
応
跡
此
之
二
大
士
ハ則
妙
理
菩
之
左
輔
右
弼
也
又
大
御
前
ハ一
万
ノ眷
属
ハ妙
德
ノ降
迹
十
万
ノ金
剛
童
子
ハ遍
吉
ノ垂
化
五
万
八
千
ノ采
女
ハ堅
牢
女
天
ノ変
作
ナ
リ也
皇
乎
ヲ
ヽ
ヒ
ナ
ル
カ
ナ
哉
鴻
基
ヨ
リ已
還
コ
ノ
カ
タ綿
二 歴
シ
テ歳
星
ヲ一 張
二 皇
シ正
教
ヲ一 破
二 逐
ス邪
理
ヲ一 玄
蹤
絶
軌
有
リ二 説
ケ
ト
モ不
ル
コ
ト
一
レ
尽
矣
正
応
中
ニ後
伏
見
院
有
テレ 旨
重
テ雕
リ二 瑶
楼
ヲ一 再
ヒ新
ニ
ス
二
瓊
台
ヲ一
寄
与
斎
田
之
書
一
両
件
至
今
尚
存
建
武
中
ニ征
夷
将
軍
源
ノ
尊
氏
公
因
テ二 定
鑒
上
人
之
告
託
ニ一 恭

ク降
シ二 厳
命
ヲ一 継
テ増
ス二 華
飾
ヲ一 此
ノ
州
ノ太
守
朝
倉
氏
執
テ二 信
ヲ此
ノ山
ニ一 施
ス二 財
ヲ吾
カ寺
ニ一 伝
ヘレ 裔
ニ奕 カ
サ
ネ
タ
ル
コ
ト
レ
葉
ヲ已
ニ九
」
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世
矣
天
正
中
ニ右
大
臣
平
ノ信
長
公
威
武
厳
毅
シ
テ討
二 伐
ス不
順
ヲ一
四
夷
八
蠻
風
行
キ艸
靡
ク朝
倉
氏
亦
為
二 之
カ讐
一 已
ニ
シ
テ而
堅
シ二 堅
甲
ヲ一 利
二 利
兵
ヲ一 挙
テ二 百
万
之
衆
ヲ一 霆
如
ニ奮
ヒ席
ノ
如
ニ巻
ク雲
散
ケ原
ノ
如
ニ燎
ヘ
テ罔
レ 有
二 孑
遣
一 吾
寺
モ亦
羅
ヽ
ル
二
余
燹 セ
ン
ニ一
綸
詔
院
宣
奇
宝
物
旧
所
ロ二 収
畜
フ
ル
一
皆
灰
塵
ト
ナ
シ
ヌ矣
有
二 成
就
院
ノ主
頼
鎮
ト
云
モ
ノ
一
嘗
テ為
メ
ニ
二
朝
倉
氏
カ一 之
所
二 敬
仰
セ一
見
二 斯
ノ焦
土
ヲ一 心
魂
何
ソ持
セ
ム遂
乃
尋
ネレ 基
ヲ認
レ 礙
ヲ更
ニ搆
ヘ二 茆
龕
一 重
テ営
テ二
草
祠
ヲ一 同
フ
シ
二
魑
魅
之
境
一 一
ニ
ス
二
朞
猴
ノ之
棲
ヲ一 乃
誥
シ
テ
二
本
寺
高
野
山
ニ一 請
シ
テ
二
南
院
ノ明
德
智
海
阿
闍
ヲ一 為
二 成
就
院
之
住
持
ト一 任
シ二 院
主
ノ職
ニ一
退
譲
シ
テ嘱
二 累
ス能
事
ヲ海
闍
ニ一 自
レ
至
レ 今
ニ年
移
リ星
回
テ造
営
不
レ 畢
ヘ只
惜
二 王
侯
ノ之
不
ル
ヲ
一
レ
遊
又
憤
ル二 勝
域
ノ之
無
コ
ト
ヲ
一
レ
記
故
書
シ
テ
二
其
ノ塑
ヲ一 以
」
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貽
ス
ト
二
同
志
ニ一 云
年
月
日
寛
文
五
乙
巳
年
行
年
二
十
七
元
旦
自
レ 離
テ二 幽
澗
寿
ヲ一
入
レ 徼
阻
二 三
春
一
梅
蘂
不
レ 忘
レ 旧
ヲ
柳
條
図
二 此
ノ新
一
頭
風
遭
二
迫
一
詩
業
似
二 沈
淪
ス
ル
ニ
一
相
慶
フ村
翁
ノ賀
ス
ル
ニ
万
国
一
堯
民
又
」
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一
夜
韶
光
満
二 遐
邇
ニ一
無
辺
ノ梅
柳
映
ス二 晨
嚮
ニ一
平
生
因
喜
添
二 詩
巻
ヲ一
不
レ 奈
年
々
白
髪
ノ加
ル
コ
ト
又
消
シ尽
ス墻
根
白
雪
ノ堆
コ
ト
易
レ 迎
ヘ二 青
帝
ノ駕
シ
テ
レ
風
ニ来
ル
ニ
一
報
レ 君
ニ請
勿
二 苦
ニ尋
訪
ス
ル
コ
ト
一
世
上
年
光
陌
上
ノ埃
元
日
修
ス二 瑜
伽
護
摩
ヲ一
風
光
時
節
ニ調
和
ス
欽
仰
ス深
中
ノ深
達
磨
神
咒
纔
カ
ニ持
ス
レ
ハ避
二 妖
魅
ヲ一
成
身
暫
ク
モ念
ス
レ
ハ契
フ二 瑜
伽
ニ一
無
二 方
ト
シ
テ不
ハ一
レ 遍
セ四
漫
怛
有
レ
ハ
レ
願
必
ス応
ス三
仏
陀
况
ヤ是
塵
沙
ノ善
男
子
同
帰
ス法
界
ノ一
遮
那
閑
居
春
日
」
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寂
寥
ト
シ
テ昼
掩
フレ 関
ヲ
深
邃
別
ス二 区
寰
ヲ一
閑
課
硯
中
ノ塵
詩
料
窓
外
ノ山
天
然
耽
リ二 野
趣
ニ一
懶
性
任
ス二 疎
頑
ニ一
和
煦
茅
檐
暖
ナ
リ
幽
禽
自
ラ往
還
又
蕭
然
物
外
ノ遊
午
夢
尚
悠
々
唯
有
テ二 折
鐺
ノ茗
一
不
レ 須
二 人
ノ献
酬
ス
ル
コ
ト
ヲ
一
春
日
憶
二 辨
子
一
交
ハ淡
シ詩
中
一
世
ノ豪
南
峰
ノ雲
歇
冒
シ
テ
レ
天
ヲ高
シ
想
フ
ニ応
シ下 多
ク
ハ在
テ二 仏
堂
ノ
裏
ニ一
素
袖
婆
娑
ト
シ
テ唱
中 梵
號
ヲ上
正
月
二
日
夜
疾
風
暴
雨
霹
靂
数
作
ル
薄
暮
冥
々
ト
シ
テ転
ス二 砲
中
ヲ一
茅
檐
草
屋
雨
還
タ加
フ
夜
来
太
悪
望
春
ノ
信
迅
霆
疾
風
恐
ク
ハ損
ンレ 花
ヲ
」
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正
月
三
日
使
星
如
レ 飛
カ伝
フ二 事
ヲ于
南
山
ニ一 尋
二 訪
其
ノ由
ヲ一
蓋
シ疇
昔
之
夕
三
更
初
刻
火
ア
リ
二
于
摂
州
大
坂
城
ニ一 至
テ二
今
日
巳
刻
ニ一 火
稍
銷
歇
ス
ト焉
於
レ 是
而
書
ス
飛
楼
傑
閣
鉄
ノ門
墻
一
夜
劫
焼
塵
土
揚
ル
児
カ身
毛
聞
テ尚
竪
ツ
士
人
ノ
命
定
応
シレ 喪
ス
無
レ 端
震
霆
ノ能
驚
ス
コ
ト
レ
睡
ヲ
何
カ故
ソ天
公
降
セ
ル
二
此
ノ殃
ヲ一
雲
際
阿
房
誰
レ
カ是
レ主
蠧
二 残
ス黔
首
ヲ一 虎
カ邪
狼
カ
春
寒
雨
後
ノ村
行
泥
未
レ 融
却
将
二 氷
筋
ヲ一 上
ス二 花
叢
ニ一
萱
堂
多
病
ナ
リ毋
レ二 相
忤
一
今
日
寒
シレ 於
二 昨
日
風
ヨ
リ
モ
一
正
月
四
日
為
レ
二 火
燼
ノ実
否
ヲ一 登
二 宅
南
ノ最
高
峯
ニ一 而
」
④
09ウ
賦
二 其
所
一
レ 見
村
屋
之
南
山
犖
相
扶
躋
攀
ス
レ
ハ汗
如
レ 灌
ク
カ陰
雲
都
除
テ天
快
清
山
川
万
里
真
ニ掌
握
我
来
ル
コ
ト
ハ元
為
メ
ナ
リ
下
窮
二 遠
望
一
中 知
セ
ン
カ層
城
ノ
在
カ耶
亡
カ
ヲ
一
昨
日
ノ人
語
不
二 虚
妄
ナ
ラ
一
処
所
シ
テ
レ
認
メ雲
茫
々
高
堂
峻
宇
多
少
ノ数
而
今
只
余
ス両
楼
櫓
因
テ憶
フ忽
得
テ二 大
鵬
ノ翼
ヲ一 扶
二 揺
シ
テ
積
風
ニ一 徂
テ且
覩
ン
コ
ト
ヲ関
東
海
西
百
万
ノ師
殫
レ 力
效
レ 慮
ヲ空
ク取
ル
キ
レ
疲
ヲ誰
カ
知
ン霹
靂
成
ン
ト
ハ
二
焦
土
ト一 長
吁
擲
テレ 毫
ヲ徒
傷
悲
ス
夜
坐
晩
立
方
ニ労
ス数
二 去
鴉
ヲ一
坐
来
レ
ハ村
落
絶
二 喧
嘩
ヲ一
中
宵
寂
寞
ト
シ
テ無
二 余
事
一
閑
カ
ニ吹
テ二
榾
拙
ヲ一 独
点
スレ 茶
ヲ
」
④
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晩
景
日
落
テ山
如
レ 睡
ル
カ
人
帰
テ門
自
閑
ナ
リ
騷
将
今
不
レ 在
景
趣
寔
ニ応
シレ 慳
ム
問
鴬
減
二 却
シ
テ重
衣
ヲ一 好
シレ 倚
ル
ニ
レ
欄
ニ
風
和
シ日
暖
ニ
シ
テ路
泥
乾
ク

何
カ故
ソ于
レ 今
蟄
為
レ 怕
ル
丶
カ
二
山
前
微
雪
ノ残
ル
ヲ
一
問
梅
消
尽
ス岩
巒
平
白
ノ雪
未
タレ 看
溪
楚
浅
紅
ノ梅
騒
人
日
ニ往
テ問
二 其
意
ヲ一
春
在
二 山
頭
一 不
レ 在
レ 隈
ニ
問
春
溪
上
有
レ 梅
葩
未
レ 放
窓
前
無
レ 雪
簡
難
レ 擁
殷
勤
ニ借
問
ス是
レ何
カ
」
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故
ソ
雪
ハ先
二 暖
陽
ニ一 梅
ハ後
ルレ 寒
ニ
偶
成
十
三
日
今
已
十
三
消
ス二 日
居
ヲ一
青
春
如
レ 水
ノ易
二 推
移
リ一
来
底
事
ソ不
二 吟
歩
一
只
為
二 余
寒
花
較
遅
キ
カ
一
山
家
嫩
柳
耳 キ
サ
シ二 前
坡
ニ一
野
溪
藍
似
タ
リ
レ
今
ム
ニ
樵
翁
尋
ヌ二 伐
木
ヲ一
幽
谷
答
フ二 那
何
ニ一
又
卜
レ 屋
対
二 青
岑
ニ一
路
ハ穿
ツ修
竹
林
野
人
猶
愛
レ 宿
懶
衲
兀
ト
シ
テ如
シレ
ノ
暁
枕
猿
呼
覚
シ
春
情
蝶
自
深
病
身
能
ク用
レ 力
残
雪
水
涯
凜
夜
帰
」
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従
前
此
ノ会
更
ニ応
シレ 稀
ナ
ル
清
話
高
談
玉
塵
揮
ス
好
是
春
遊
無
月
ノ
夜
一
天
ノ星
斗
逐
フ二 吾
カ帰
ル
ヲ
一
又
犖
タ
ル夜
途
行
径
微
ナ
リ
両
三
ノ儔
侶
自
相
依
ル
帰
来
衾
枕
冷
ナ
リ
レ
如
リ
モ
レ 鉄
徹
暁
ノ谿
嵐
ク二 静
扉
ヲ一
訪
梅
二 洄
シ
テ古
洞
ノ源
ニ一
杖
履
水
流
渾
ル
日
々
梅
梢
下
蒼
苔
多
二 屐
痕
一
故
郷
病
中
青
山
深
処
ノ家
隣
並
只
雲
霞
病
モ不
三 弃
二 捐
筆
ヲ一
性
唯
耽
二 嗜
茶
ヲ一
澗
辺
蒼
色
歇
籬
下
白
紅
ノ葩
一
个
礙
二 禅
寂
ヲ一
寒
林
噪
ク二 暮
鴉
一
」
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春
日
一
支
ノ野
水
万
重
ノ峯
抹
二 了
シ
テ紅
霞
一 無
二 罅
縫
一
行
吟
日
暖
ニ
シ
テ眠
似
タ
リ
レ 酔
ル
ニ
也
尋
二 幽
趣
ヲ一 向
二 村
農
ニ一
又
林
間
八
九
声
ノ幽
鳥
峯
頂
両
三
片
ノ断
雲
亭
午
田
疇
高
唱
放
ツ
犂
鋤
時
ニ有
リ二 野
夫
ノ耘
ル一
観
レ 棊
遅
々
春
日
暖
二 羅
幃
一
棊
ス
ル者
ノ
ハ誰
ソ
ヤ歟
啄
飛
フ
千
頃
ノ平
田
鴉
鷺
集
十
行
ノ堅
陣
虎
龍
囲
紋
楸
坐
シ
テ対
シ
テ消
二 愁
思
一
玉
子
相
排
シ
テ蔵
ス二
巧
機
ヲ一
世
事
由
来
弾
指
ノ頃
眼
ニ看
ル勝
敗
死
生
ノ違
フ
コ
ト
ヲ
」
④
12オ
―61―
貧
家
細
竹
把
茅
屋
傾
ク
我
来
テ敲
レ 戸
ヲ喚
フ
ニ無
レ 声
ヘ
想
フ
ニ応
レ 有
二 学
道
ノ人
ノ
在
ル一
門
外
ノ塵
埃
掃
テレ 地
ヲ清
シ
廿
八
日
大
雪
戦
退
瓊
龍
散
ス二 玉
鱗
ヲ一
普
天
率
土
没
二 辺
垠
一
今
霄
難
レ 作
五
更
ノ
夢
鬼
住
村
中
高
臥
ノ人
雪
後
雪
後
ノ雲
山
望
転
明
ナ
リ
溪
辺
ノト
宅
意
弥
清
晩
来
乗
レ 興
子

事
千
歳
寥
々
無
二 復
凵
ク
モ
ノ
一
正
月
日
」
④
12ウ
九
十
韶
光
三
十
ハ埃
談
レ 春
笑
口
幾
時
カ開
カ
ン
今
年
幸
有
二 余
寒
ノ
在
ル一
昨
日
南
枝
放
二 野
梅
ヲ一
二
月
一
日
三
分
ノ春
色
二
分
ノ初
日
暖
カ
ニ風
和
シ
テ情
自
ラ舒
莫
レ 怪
コ
ト

ノ手
カ
ラ裁
剪
ス
ル
コ
ト
ヲ
詩
尚
作
ス二 半
生
ノ
	ヲ一
初
聞

語
声
未
碎
兮
吭
未
レ 円
朝
来
扣
レ 寂
ヲ囀
二
前
ニ一
千
山
万
嶂
多
二 喬
木
一
為
メ
ニ
二
個
ノ詩
人
ノ一 相
報
ス
ル
コ
ト先
ツ
見
二 旧
詩
軸
一
東
西
南
北
付
ス二 滄
浪
ニ一
閙
市
閑
林
モ也
不
レ 妨
五
歳
一
千
三
十
」
④
13オ
―62―
首
吟
来
レ
ハ詩
思
自
飛
ス
寄
書
南
岳
ノ頼
周
報
書
未
至
言
此
遣
懐
裁
レ 書
遥
ニ寄
ス一
天
ノ涯
鴻
翼
阻
レ
テ
レ
風
ニ相
報
ス
ル
コ
ト遅
シ
未
審
シ頻
々
タ
ル前
日
ノ
信
巧
言
定
合
レ 見
二 吾
ヲ欺
カ
ル
一
言
志
対
論
沈
吟
各
自
ニ耽
与
レ 他
元
是
不
二 同
参
ナ
ラ
一
天
性
所
レ 得
誰
能
変
セ
ン
青
出
テ
丶
二
於
藍
ヨ
リ
一
青
シレ 於
レ 藍
リ
モ
又
渠
ハ誠
ニ袖
ニ
シ
テ
レ
冊
ヲ求
ルレ 名
ヲ子
我
ハ是
レ耽
ルレ 詩
ニ逃
レ 世
ヲ人
畢
竟
如
何
ソ分
ン二 得
失
一
詩
詞
ハ費
シレ 力
ヲ冊
ハ医
レ 貧
ヲ
」
④
13ウ
聞
鴬
流
鴬
正
ニ好
シ択
フ
ニ
二
花
枝
ヲ一
擺
フレ 羽
ヲ暖
風
随
意
ニ吹
日
々
南
語
ル二 何
事
ヲ
カ
一
報
スレ 吾
ニ火
急
ニ作
レ
ト
二
新
詩
ヲ一
山
家
信
ニ美
ナ
リ元
吾
カ土
雲
山
囲
テ作
レ
ト
林
万
竿
ノ竹
蝶
宿
一
方
ノ庭
枯
草
テレ 春
ニ茁
シ
名
花
自
レ 雨
馨
シ
残
生
多
ク
ハ臥
病
猶
此
ニ八
旬
ニ停
ル
覚
聞
鴬
午
睡
覚
来
テ向
ヘ
ハ
二
紙
窓
ニ一
夢
中
ノ鴬
語
耳
猶
采 ミミ
ウ
ツ
惣
聞
烟
歇
危
峯
ノ
裏
巧
舌
数
声
無
二 等
雙
一
読
書
」
④
14オ
―63―
世
事
紛
々
那
ソ得
ンレ 牽
ク
コ
ト
ヲ
心
ハ如
二 秋
月
ノ碧
空
ニ懸
ル
カ
一
遊
山
頑
水
是
非
ノ
外
也
映
二 煖
陽
ニ一 窺
二 旧
一
即
事
春
光
不
レ 厭
野
人
ノ家
籬
際
梅
枝
開
二 好
華
ヲ一
鳥
似
レ 知
ル
ニ
二
主
人
ノ
意
ヲ一
円
吭
日
々
自
諠
譁
夜
起
摩
テレ 眼
ヲ剛
テ興
ク夢
寐
ノ中
旋
開
二 懐
抱
ヲ一 受
二 和
風
一
今
宵
山
月
去
二 何
処
ニ
カ
一
徹
暁
門
庭
細
雨
濛
タ
リ
夜
雨
不
レ 結
二 夢
魂
一 情
渺
茫
四
簷
風
雨
夜
浪
々
暁
天
マ
テ
ニ不
レ 寐
猶
惆
」
④
14ウ
悵
ス
明
日
路
泥
三
尺
強
池
上
訪
人
水
満
テ二 平
池
ニ一 堤
路
長
シ
此
ノ心
疾
去
テ迹
茫
々
曳
テ二 藜
ヲ戸
外
ニ一 問
ヘ
ハ
二
童
子
ニ一
笑
テ指
スニ 北
村
松
ノ墻
ヲ一
途
中
遇
雨
田
頭
ノ枯
草
可
レ 埋
レ 腰
ヲ
暖
雨
引
テレ 春
ヲ来
ス二 柳
條
ニ一
雖
下 入
二 村
家
ニ一 求
ト中 庇
昊
ヲ一
前
途
猶
是
里
程
遥
ナ
リ
摂
ノ平
野
ニ有
融
通
大
念
仏
寺
営
搆
半
ハ成
ル十
二
日
過
ル二 干
此
ニ一
営
搆
応
三 須
絶
ス二 古
今
ニ一
柱
根
ノ玉
礎
桷
頭
ノ金
弥
陀
願
海
深
シ
テ而
」
④
15オ
―64―
広
シ
傑
棟
飛
甍
載
テ不
レ 沈
マ
途
中
即
事
綺
碧
ノ山
川
近
シ二 帝
畿
ニ一
和
シ
テ
レ
霞
ニ漁
子
立
ツ二 苔
磯
ニ一
数
叢
茅
屋
野
田
ノ
外
開
レ 口
高
ク呼
フ
カ馬
帰
ル
ト
自
橋
本
洄
流
到
鳥
羽
片
席
懸
レ 空
満
腹
ノ春
乱
流
虚
棹
水
裼
々
舟
人
鼾
睡
ス白
ノ
下
今
日
何
為
レ
ソ更
ニ問
ンレ 津
ヲ
入
京
花
ハ蒸
ス和
日
ノ歇
万
古
此
ノ山
川
斂
賈
雑
二 街
ニ一
士
人
競
二 陌
阡
ニ一
行
々
佳
趣
レ
歩
々
好
詩
牽
ク
不
レ 管
冨
家
ノ笑
コ
ト
ヲ
杖
頭
只
百
銭
」
④
15ウ
東
福
寺
拝
仏
涅
槃
像
是
明
兆
之
所
画
也
五
丈
碧
懸
二 大
清
ニ一
走
レ 之
男
女
眼
皆
驚
ク
二
千
六
百
歳
時
久
シ
滅
後
弥
光
ル赫
々
タ
ル名
遊
禅
林
寺
苔
埋
二 古
殿
ニ一 大
禅
林
千
載
叡
師
昭
カ
ナ
リ
二
德
音
一
不
ン
ハ
三
是
青
松
ノ囲
ム
ニ
二
四
壁
ヲ一
清
風
何
ノ地
ニ
カ滌
ン二 煩
襟
ヲ一
出
京
到
伏
見
東
風
吹
レ 雨
裹
ム二 山
顛
ヲ一
逆
旅
ノ担
夫
モ不
レ 息
レ 肩
伏
見
駅
亭
人
馬
閙
シ
枯
競
走
テ到
リ来
ル
コ
ト先
ツ
舟
中
見
初
月
」
④
16オ
―65―
峯
頭
ノ月
上
正 ・
団
々
玉
柱
浮
レ 流
ニ実
ニ一
般
多
少
鷺
鴎
呼
ヘ
ト
モ不
レ 起
空
明
ハ却
テ異
ト
ナ
リ
二
旧
時
ノ看
ニ一
道
頓
堀
見
歌
舞
妓
个
円
通
微
妙
ノ吟
梵
音
ハ勝
レ
リ
二
彼
ノ世
間
ノ音
ニ一
童
男
童
女
等
流
ノ
質
刹
海
周
ク覃
フ悲
愍
ノ心
遇
境
浦
之
次
初
会
于
宗
左
衞
門
大
鵬
高
快
ク陵
摩
ス
調
ハ古
タ
リ陽
春
白
雪
ノ歌
欲
レ 試
二 到
頭
ノ那
一
句
ヲ一
何
知
袖
裏
蔵
ス二 青
蛇
ヲ一
重
上
金
剛
山
謁
了
性
大
德
重
テ上
レ
ハ
二
金
剛
頂
ニ一
依
前
ト
シ
テ黛
色
新
ナ
リ
南
洲
豁
カ
ニ
二
原
野
一
西
海
没
ス二 辺
垠
一
」
④
16ウ
群
鳥
下
リ二 斎
鼓
ニ一
衆
禽
転
ス二 法
輪
一
覚
山
不
二 傾
動
一
若
ニ問
フ坐
禅
ノ人
ト
寛
文
乙
巳
春
二
月
廿
六
日
再
奉
レ 拝
二 了
性
遮
ノ
慈
采
于
金
剛
山
寺
ニ一 然
而
遮
見
下 示
シ
テ
二
一
頌
ヲ一 褒
中 賛
鄙
陋
ヲ上 拝
而
閲
則
文
峰
生
レ 風
筆
陣
無
レ
自
慙
樗
櫪
庸
才
不
レ 当
二 其
ノ褒
賞
ニ一 不
レ 得
二 点
止
ス
ル
コ
ト
ヲ
一
課
レ
ヲ騁
レ 毫
以
奉
レ 黷
二 鈞
慈
一 伏
乞
芟
詳
明
々
妙
句
徹
ス二 三
玄
ニ一
灸
レ 手
神
光
難
二 近
前
一
嗟
我
羝
羊
触
藩
ノ
質
空
ク
フ三 金
口
ノ吐
ク
ニ
二
青
蓮
ヲ一
同
会
時
再
来
今
日
接
レ 眉
時
二
十
年
前
耻
二 旧
知
ヲ一
記
得
ス驅
鳥
場
圃
ノ
」
④
17オ
―66―
裏
賛
揚
空
費
ス両
ノ詩
雨
中
贈
大
德
了
性
師
妙
応
威
神
豈
有
レ 方
迷
人
向
テレ 外
枉
テ悲
傷
ス
高
僧
静
ニ話
ル閑
窓
ノ
下
三
日
曼
陀
満
二 洞
房
ニ一
和
了
性
和
尚
垂
示
韻
黙
々
無
言
真
ノ説
法
威
音
雷
震
駭
ス二 天
神
ヲ一
何
ソ曽
テ眼
裏
ニ容
レ
ン
二
微
翳
ヲ一
有
レ 幸
目
前
見
二 大
椿
ヲ一
緑
水
青
山
皆
ナ旧
識
清
風
明
月
本
同
倫
請
フ看
ヨ禅
寂
無
塵
地
鵲
噪
鴉
鳴
句
子
新
桃
華
暖
日
成
二 酔
ノ
一
風
流
詞
客
奈
レ 渠
ヲ
何
ン山
南
山
北
桃
千
」
④
17ウ
歇
有
レ 色
無
レ 香
恨
尚
多
明
日
将
帰
于
南
山
法
鼓
如
レ 雷
聴
尚
欣
フ
南
山
佳
気
日
氤

帰
襟
他
後
巉
嵒
タ
ル
路
回
レ 首
河
陽
是
レ白
雲
ナ
ラ
ン
南
山
道
中
今
日
行
装
意
放
ナ
ル哉 カ
ナ
和
風
飄
レ 袂
紀
川
ノ隈
金
衣
公
子
増
ヤレ 色
ヲ
否
ヤ
飛
テ自
リ二 蕪
菁
華
裏
一 回
ル
又
前
路
実
雖
レ 遥
ト
途
程
行
已
ニ消
ス
掛
テレ 包
ヲ足
難
レ 進
扶
レ 杖
汗
如
シレ 澆
カ
叢
竹
囲
ミ二 岩
屋
一
独
松
立
ツ二 野
焼
ニ一
険
難
寧
ロ可
ン
ヤ
レ
数
林
外
馬
蕭
々
」
④
18オ
―67―
不
動
坂
四
十
八
盤
自
レ 古
称
ス
薜
蘿
路
暗
シ
テ石
崚

行
人
多
少
ソ当
テ二 此
険
一
仰
テ見
テ二 巉
岩
ヲ一 不
レ 得
レ 登
ル
コ
ト
ヲ
廿
八
日
不
動
堂
初
聞
子
食
韶
光
疑
二 鳥
ノ過
カ
ト
一
仏
舎
避
二 人
譁
ヲ一
禅
坐
尚
能
ク起
ス
久
遊
応
二 始
テ嗟
ス一
喚
レ 名
依
レ 諢
歇
ニ一
啼
テレ 血
ニ向
二 華
枝
ニ一
何
事
ソ声
々
急
ナ
ル
暖
曦
誰
敢
遮
安
陪
山
修
文
殊
五
洛
叉
法
德
声
震
フ二 古
今
ニ一
飛
閣
俯
ス二 高
林
ニ一
持
シ
テ
レ
呪
ヲ瑜
伽
寂
ニ
断
テレ 迷
ヲ般
若
深
シ
更
無
シ二 塵
累
ノ絆
一
豈
受
シ二 世
縁
ノ侵
ヲ一
耿
々
タ
ル長
明
燭
表
ス二 吾
ノ一
寸
ノ心
ヲ一
又
」
④
18ウ
自
レ 元
神
用
挽
キレ 春
ヲ回
ル
况
是
嘗
テレ 艱
ヲ千
里
ヨ
リ来
テ
幽
鳥
ハ似
レ 知
二 此
ノ深
意
ヲ一
妙
音
時
ニ答
フ白
雲
堆
省
親
重
陽
東
籬
ノ
菊
北
堂
ノ萱
落
蘂
ハ堪
レ
德
ハ可
レ 尊
ツ
来
模
此
ノ時
猶
在 イ
マ
サ
ン
ヤ
否
折
将
テ尚
献
ス二 露
枝
ノ繁
ヲ一
雪
門
庭
白
雪
尚
紛
々
炉
火
跨
リ来
レ
ハ陽
欲
レ
セ
ン
ト
本
是
山
深
シ
テ無
レ 種
レ 竹
撹
レ 眠
ヲ剥
啄
未
二 曽
聞
一
明
年
孟
春
之
初
天
野
宮
ニ有
二 毎
歳
例
規
之
五
問
一
答
之
論
議
一 其
丁
ル二 竪
義
ニ一 之
人
者
予
カ所
ノ二 素
ヨ
リ相
知
ル一
」
④
19オ
―68―
之
空
性
子
也
其
ノ第
一
ノ答
ハ謂
ク遍
計
所
執
其
ノ第
二
ノ
答
ハ謂
ク三
自
大
乗
此
之
二
條
ノ一
重
嘱
シ
テ
レ
予
ニ書
セ
シ
ム
レ
之
ヲ竟
レ 日
達
レ 夕
ニ引
テ及
二 暁
天
ニ一 稍
ク畢
フレ 事
ヲ矣
因
テ述
二 一
偈
一 示
スレ 之
ニ
手
凍
指
亀
非
レ 易
キ
ニ
レ
書
雪
囲
二 四
壁
一 暁
鐘
ノ余
請
フ君
若
有
ラ
ハ
二
活
人
剣
一
斫
二 去
煩
襟
ヲ一 勿
レレ 見
ル
コ
ト
レ
疎
セ
凵
二 金
剛
三
昧
院
方
丈
見
一
レ 和
下 予
贈
二 空
性
子
一 韻
上
碌
々
ス
ニ無
二 空
洞
ノ書
一
世
紛
那
更
ニ有
ン二 三
余
一
十
分
ノ褒
賞
不
レ 応
レ 費
ス
世
ニ識
ル吾
儕
ニ
シ
テ且
疎
ナ
ル
コ
ト
ヲ
凵
ク三 韻
ヲ于
懲
勧
丈
見
再
和
聡
敏
能
諳
シ
テ
二
万
巻
ノ書
ヲ一
瓊
瑶
吐
出
シ
テ有
二 贏
余
一
駑
駘
与
レ 驥
追
フ
ト
モ何
ソ
」
④
19ウ
及
ハ
ン
到
テレ 是
ニ深
ク慙
ク筆
硯
ノ疎
ナ
ル
コ
ト
ヲ
呈
上
金
剛
三
昧
院
主
懲
勧
梵
師
ノ法
座
下
ニ一
不
肖
久
仰
ク二 德
風
一 山
斗
之
情
夙
夕
ニ不
レ 息
豈
ニ図
ン
ヤ苦
ニ賜
二 恩
慈
ヲ一 見
レ 和
二 鄙
韻
一 再
稟
ク二 厚
惠
ヲ一 感
荷
有
レ 余
卒
ニ述
二 一
章
ヲ一
聊
備
フ二 笑
具
ニ一 切
希
莞
留
東
南
山
信
ト
ニ美
ナ
リ
松
歇
託
ス二 幽
ニ一
陵
レ 雪
出
塵
ノ質
傲
ルレ 霜
ニ拔
俗
ノ標
唯
容
レ 集
ム二 叢
鷦
ヲ一
何
ソ敢
テ宿
セ
ン
二
鴟
ヲ一
法
厦
若
シ重
テ建 タ
ヽ
ハ
棟
梁
豈
ニ敢
テ要
セ
ン
ヤ
模
暮
問
フレ 歳
ニ何
ク
ニ
カ之
ク天
ノ一
涯
日
車
行
已
ニ没
ス二 烟
霾
ニ一
寒
暄
雖
ヘ
ト
モ
二
是
レ無
情
ノ
物
ナ
リ
ト
一
却
似
タ
リ
二
去
留
吾
ト与
偕 トモ
ナ
フ
ニ
一
」
④
20オ
―69―
法
楽
寺
為
妙
音
寺
之

法
楽
寺
一
宜
以
当
寺
名
景
福
山
妙
音
院
兼
又
祈
檀
君
真
田
氏
武
門
繁
栄
事
右
得
彼
寺
沙
門
覚
伝
解
状
語
謹
検
案
内
当
寺
者
秘
密
上
乗
興
隆
ノ奇
区
妙
音
天
女
利
見
靈
宇
也
叢
詞
奥
秘
千
模
德
熏
扇
馨
香
于
霜
杉
雪
桧
之
風
静
龕
幽
邃
万
劫
法
鼓
和
音
韻
於
春
禽
秋
蟲
之
響
桂
深
冬
燠
神
足
之
所
遊
息
松
疎
夏
寒
靈
心
之
攸
往
還
也
武
臣
真
田
氏
世
々
相
伝
作
鎮
斯
境
而
前
伊
賀
太
守
源
信
澄
朝
臣
竭
悃
於
此
」
④
20ウ
勝
処
執
信
于
此
妙
窟
賜
資
財
而
供
衣
服
賚
斎
田
以
給
糧
食
予
謂
醍
醐
教
薬
厥
力
不
虚
聖
尊
加
被
其
益
何
妄
書
曰
以
介
景 ・
福
望
請
自
今
已
後
山
名
景
福
院
号
妙
音
矣
乃
花
香
不
退
逾
増
妙
音
大
天
之
神
光
修
観
無
懈
長
介
檀
主
源
君
之
景
福
也
者
貧
道
不
拒
依
請
者
寺
宜
承
知
到
準
状
故
牒
寛
文
五
乙
巳
年
八
月
七
日
高
野
山
蓮
上
院
第
二
十
一
世
主
権
大
僧
都
覚
秀
」
④
21オ
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寛
文
六
丙
午
年
行
年
二
十
七
元
旦
元
来
ヨ
リ歳
月
易
シ二 消
磨
シ一
二
十
七
年
如
シ二 鳥
ノ過
ル
カ
一
堪
ヘ
タ
リ
レ
笑
フ
ニ祝
ス
ル
レ
春
ヲ全
盛
ノ
子
即
今
チ見
ル潟
ノ
々
タ
ル
コ
ト
ヲ
修
ス二 瑜
伽
観
ヲ一
酷
タ病 カ
ナ
シ
フ群
動
ノ枉
テ馳
驅
ス
ル
コ
ト
ヲ
璞
鼠
名
同
ク紫
奪
フレ 朱
ヲ
不
レ 識
真
心
ノ辨
ス
ル
コ
ト
ヲ
二
諸
事
ヲ一
却
向
二 赤
水
ニ一 訪
フ二 玄
珠
ヲ一
春
雪
青
林
不
レ 似
二 昨
朝
ノ看
一
欲
レ 滴
猶
凝
ル屋
瓦
ノ端
遊
子
天
涯
惨
レ 春
ヲ
処
笠
檐
重
圧
ノ顧
ル
コ
ト
レ
雲
ヲ難
シ
」
④
21ウ
酬
雋
良
文
見
和
予
春
雪
韻
吐
二 出
明
珠
ヲ一 使
ム二 我
ヲ
シ
テ看
セ一
無
辺
ノ景
趣
入
二 毫
端
ニ一
勧
レ 君
勤
メ
テ到
二 詩
堂
ノ
奥
ニ一
難
レ 似
二 太
行
々
路
難
ニ一
雪
夜
烹
茶
四
面
ノ飛
簷
擁
ス二 玉
塵
ヲ一
更
鐘
声
翳
ロ
ニ
シ
テ隔
ツ二 東
隣
ヲ一
松
風
乱
遶
二 沙
鍋
ヲ一
処
誰
カ識
ン炉
辺
ニ別
ニ有
ン
ト
ハ
レ
春
病
中
懐
人
情
話
徒
ニ乖
ク二 炉
火
ノ紅
ニ一
旋 ヤ
ヽ添
テ二 薬
裹
ヲ一 減
二 頭
風
一
誰
識
ン千
里
灯
前
ノ
影
飛
入
ン
ト
ハ
二
病
僧
魂
夢
ノ中
ニ一
仲
春
即
興
」
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人
来
問
レ 在
カ
ト板
扉
ノ前
詩
夢
驚
回
シ
テ剛
テ又
眠
ル
不
四 是
要
三 須
ス
ル
ニ続
二 残
句
ヲ一
為
レ 嫌
タ
ル
ヲ
三
諠
閙
ニ
シ
テ似
二 春
ニ一
和
周
辨
偶
成
韻
幽
絶
無
塵
禅
寂
ノ居
窓
篩
二 暖
日
一 自
清

莫
レレ 言
コ
ト空
ク対
シ
テ
二
灯
檠
ニ一
坐
ス
ト
我
モ亦
蛛
絲
満
ツ二 蠹
書
ニ一
境
浦
ノ帰
路
籃
輿
載
レ 我
疾
如
レ 風
袗
息
ニ行
過
ク数
里
ノ中
眼
界
ノ青
山
知
ヌ幾
許
ソ
渺
茫
タ
ル春
意
了
ニ無
シレ 窮
リ
禿
ノ里
ニ
シ
テ見
二 水
碓
車
ヲ一
衝
流
写
得
タ
リ走
蛇
ノ真
尺
閘
能
ク推
ス一
丈
ノ輪
我
願
ハ大
倉
ノ千
万
」
④
22ウ
斛
晨
昏
ニ舂
キ熟
シ
テ済
ン二 時
貧
ヲ一
大
野
ニ記
二 所
見
一
茅
棟
何
人
ノ宅
ソ
衡
門
多
シ二 送
迎
一
帰
牛
卜
二 野
意
一
幽
鳥
称
フ二 春
情
ニ一
麦
隴
波
猶
ヲ未
タ
シ
松
林
日
半
ハ傾
景
光
無
クレ 限
リ好
シ
早
晩
カ再
セ
ム
二
斯
ノ行
ヲ一
和
周
辨
子
初
聞
鴬
韻
懶
衲
不
レ 貪
功
ト与
レ 名
烟
霞
冰
雪
適
二 吾
カ情
ニ一
今
朝
将
テ
カ
レ
底
ヲ詩
料
ニ
供
ス
ル
春
半
初
メ
テ聞
ク第
一
ノ鴬
二
月
十
二
日
雪
四
面
紛
々
タ
ル雪
千
山
看
改
ムレ 容
ヲ
遷
人
曽
テ慨
慷
行
旅
自
泪
橢
鹿
ハ透
テ二 断
墻
ヲ一 入
リ
雀
ハ窺
テ二 破
ヲ一 衝
ク
今
春
風
景
冷
シ
却
過
タ
リ
二
去
年
ノ冬
ニ一
」
④
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和
真
謙
丈
元
旦
二
首
醒
二 了
シ
テ山
僧
半
日
ノ眠
ヲ一
巻
二 舒
ス詩
軸
ヲ一 地
炉
ノ辺
文
章
相
二 似
タ
ル
コ
ト清
風
ニ一
在
リ
掃
蕩
ス愁
襟
不
尽
ノ烟
白
雲
第
幾
重
ソ
静
院
卜
ス二 東
峰
ヲ一
密
乗
ハ吾
カ攸
ロレ 欲
ス
ル
秘
蔵
ハ君
カ所
ナ
リ
レ
宗
ト
ス
ル
筆
ハ凌
二 河
漢
ノ浄
ヲ一
句
ハ写
ス二 景
光
ノ濃
ナ
ル
ヲ
一
和
シ
テ
レ
韻
ヲ相
酬
ル処
灯
前

放
ツレ 封
ヲ
和
春
雨
韻
湿
レ 案
濡
レ 書
晩
マ
テ未
タレ 開
ケ
吹
而
未 ス
レ 起 タ
丶硯
中
ノ埃
殷
勤
ニ為
ニレ 我
カ慰
メ二 寒
寂
ヲ一
勾
二 引
シ和
風
ノ透
ヲ一 来
和
春
望
ノ韻
心
中
ノ頭
緒
百
千
結
天
末
渺
茫
タ
リ思
レ 友
時
満
塢
ノ紅
華
看
的
」
④
23ウ

夾
ムレ 堤
ヲ緑
柳
自
離
披
暮
雲
半
ハ断
フ空
林
ノ抄
夕
照
猶
残
ル春
歇
ノ枝
雙
袖
独
リ籠
メ
テ立
二 欄
角
ニ一
帰
禽
数
ヘ尽
シ
テ憶
二 前
期
ヲ一
暴
雨
疾
風
自
旦
達
暮
入
レ 窓
ニ透
レ 戸
ニ乱
テ縦
横
聒
ク打
テ二 甍
檐
ヲ一 貧
已
ニ傾
ク
終
日
関
レ 門
ヲ無
二 一
事
一
愁
風
苦
雨
不
レ 須
ヒレ 晴
ル
コ
ト
ヲ
偶
成
三
盃
ノ茗
粥
一
檠
ノ灯
筆
硯
唯
供
ス半
夜
ノ僧
不
レ 管
二 人
間
栄
辱
ノ
事
ヲ一
詩
書
堆
シ
テ
レ
案
ニ毎
ニ相
ヒ仍
ル
仏
涅
槃
頌
塵
刹
界
ノ中
無
二 処
所
一
真
身
何
ソ敢
テ有
ン二 来
去
一
不
レ 知
二 四
十
九
年
ノ
」
④
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非
ナ
ル
コ
ト
ヲ
半
夜
猶
強
テ成
ス二 寐
語
ヲ一
弘
法
大
師
影
賛
二
首
航
シ
テ
レ
海
ニ不
レ 辞
セ難
苦
辛
帰
時
輔
載
ス舎
那
ノ真
到
レ 今
満
眼
密
林
ノ
矗
カ
ナ
リ
更
ニ向
テ
カ
二
何
レ
ノ処
ニ一 重
テ問
ンレ 津
ヲ
潜
レ 形
ヲ
レ 迹
入
二 莓
苔
ニ一
八
百
余
年
似
二 死
灰
ニ一
児
輩
カ観
知
唯

是
無
辺
ノ神
用
挽
ク
ト
モ何
ソ囘
ラ
ン
贈
境
津
旧
知
寄
傲

鐘
到
テ二 三
更
ニ一 猶
未
レ 眠
浄
窓
無
シ
テ
レ
暑
倍
凛
然
願
言 ・
・レ施
二 与
シ
テ無
レ 蚊
地
ヲ一
夜
使
二 閑
人
ヲ
シ
テ快
ク坐
禅
セ一
聴
夜
雨
有
恨
」
④
24ウ
相
二 遇
テ佳
人
ニ一 訴
二 不
平
ヲ一
天
涯
地
角
遠
二 恩
栄
ニ一
驚
回
ス万
里
江
濵
ノ
夢
恨
ハ在
リ二 芭
蕉
窓
外
ノ声
一
寄
井
上
松
斎
拝
啓
ス松
斎
大
丈
ノ硯
右
ニ一 今
朝
久
霖
初
メ
テ止
テ天
色
快
晴
未
審
動
履
佳
勝
ナ
リ
ヤ否
即
今
敬
テ烹
二 雲
ヲ一 恭
請
フ二 賁
臨
ヲ一 若
有
ハ二 校
書
之
間
一 則
与
二 真
精
泰
春
朝
識
之
三
子
一 同
レ 輿
而
来
テ光
セ二 矮
軒
ヲ一 又
附
二 短
章
ヲ于
楮
尾
ニ一
伏
乞
芟
詳
滌
ヒレ 甌
ヲ洗
レ 碗
掃
テレ 軒
ヲ迎
宿
雨
天
涯
况
ヤ快
晴
ナ
ル
ヲ
ヤ
苦
ニ報
ス来
テ看
ヨ二 魚
眼
ノ
沸
ヲ一
応
レ 知
両
腋
ニ有
コ
ト
ヲ
二
風
ノ生
ス
ル
一
」
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聯
句
五
十
韻
已
ニ成
テ送
ル二 其
ノ軸
ヲ于
松
斎
ニ一
聯
句
功
成
テ怱
イ
テ送
ルレ 軸
ヲ
此
ノ時
ニ何
ソ暇
ア
ラ
ン
二
三
過
読
ニ一
運
テレ 斤
ヲ諳
セ
ヨ
二
妄
言
ノ
荊
ヲ一
恐
ク
ハ有
ン二 門
前
誹
謗
ノ木
一
和
井
上
氏
被
寄
冥
々
霖
雨
昼
遮
ルレ 明
ヲ
今
月
能
ク
二 幾
ク日
ノ晴
ル
ニ
カ
一
履
跡
満
テレ 門
ニ推
セ
ト
モ不
レ 去
憑
レ 誰
説
与
ス荳
ノ中
ノ情
重
和
被
寄
筆
鋒
電
誥
テ照
シ
テ
レ
肝
ヲ明
ナ
リ
開
ハレ 巻
ヲ旋 ヤ
ヽ賢
レ
リ
二
積
雨
ノ晴
ル
ニ
一
再
日
此
ノ時
将
テ
カ
レ
底
ヲ
謝
セ
ム
再
投
ス二 瓊
玖
一 故
人
ノ情
昨
夜
寒
蛩
啼
徹
ス夢
魂
驚
囘
シ
テ悲
愁
若
シレ 湧
ク
カ因
而
得
テ
」
④
25ウ
レ 句
ヲ書
シ
テ上
ル二 井
上
氏
ニ一 切
ニ墺
ム
嵎
四
壁
ノ寒
蛩
徹
ス二 五
更
ニ一
間
斎
ノ北
客
意
須
レ 驚
秋
宵
ハ堪
タ
リ
レ
恨
ル
ニ還
堪
ヘ
タ
リ
レ 賞
ス
ル
ニ
無
二 復
タ前
山
蜀
魄
ノ声
ニ一
弘
法
大
師
画
像
賛
千
古
万
古
道
德
輝
煌
ス
不
測
ノ神
用
孰
レ
カ知
ン二 行
蔵
ヲ一
秋
雨
聯
句
五
十
韻
成
ル因
而
題
シ
テ
レ
尾
ニ寄
二 井
上
氏
一
自
ラ慙
ツ碌
々
ト
シ
テ忤
二 君
カ心
ニ一
晨
夜
ニ支
テレ
ヲ徒
ニ苦
吟
ス
亮
カ
ニ恕
セ
ヨ無
クレ 章
モ無
レ 所
レ 裁
ス
ル
般
ノ妙
処
渺
ト
シ
テ難
シレ 尋
和
良
音
高
野
山
詩
若
非
ン
ハ
レ
求
ル
ニ
二
自
己
ニ一
触
処
尽

ク皆
難
マ
ム
樗
櫪
老
ヒ二 千
嶂
ニ一
檜
杉
赭
ア
カ
ハ
タ
カ
ニ
ス
二
万
山
ヲ一
」
④
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豈
ニレ 関
二 他
ノ境
ノ閙
ニ一
合
レ 足
ス二 我
カ心
ノ閑
ナ
ル
ニ
一
子
是
嫌
レ 喧
ヲ者
何
為
住
ス
ル
二
此
ノ蛮
ニ一
奉
餞
信
龍
師
飛
錫
于
作
府
忘
レ 身
忘
レ 世
ヲ去
テ悠
々
タ
リ
何
ソ有
二 中
心
一
点
ノ愁
一
旅
舘
掃
ヒ清
メ
テ宜
ク二 憩
息
ス一
乗
籃
ニ行
穏
ニ
シ
テ好
カ
ラ
ン
二
優
遊
ス
ル
ニ
一
雲
山
不
尽
入
二 詩
句
ニ一
鷺
無
辺
逐
二
棹
謳
ヲ一
争
奈
カ
セ
ン明
朝
飛
シ
テ
レ
錫
ヲ後
高
談
阻
テ
丶
レ
聴
ヲ寺
門
幽
ナ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
九
日
遇
雨
行
蔵
似
レ 慣
二 古
人
蹤
ニ一
無
レ 奈
ン
ス
ル
コ
ト朝
来
宿
雨
ノ濃
ナ
ル
コ
ト
貪
三 看
テ
華
飄
ヘ
ス
ヲ
二
露
蘂
ヲ一
不
レ 知
烏
帽
ノ落
ル
コ
ト
ヲ
二
西
風
ニ一
遶
ルレ 檐
ヲ愁
雨
伴
二 青
嵐
ニ一
寂
寞
タ
ル東
籬
見
ル
ニ不
レ 堪
へ
憶
得
鄕
枌
最
モ高
キ
処
空
ク貽
ス萸
酒
一
年
ノ慙
」
④
26ウ
答
了
栢
先
生
苦
雨
満
レ 窓
ニ推
案
之
詩
書
懶
シレ 攬
ル
ニ竟
日
無
レ 客
柴
門
之
剥
啄
絶
スレ 聴
ヲ
有
二 盛
介
一 偶
伝
二 一
軸
ヲ一 則
了
栢
先
生
之
見
三 忝
ク和
セ二 走
カ九
日
之
鄙
韻
ヲ一 之
詩
ナ
リ也
筆
下
ノ龍
虎
交
馳
セ二
風
雲
ノ之
奇
ヲ一 句
中
ノ精
神
深
ク徹
ス二 仙
靈
ノ之
奥
ニ一 走
素
江
湖
ノ
散
人
未
レ 成
二 一
事
ヲ一 過
蒙
ル二 褒
評
ヲ一 山
野
ノ浪
子
何
ソ当
ン二
言
ニ一
深
益
ス二 愧
赧
ヲ一 雖
レ 知
二 僭
逾
ヲ一 漫
酬
フ二 高
詩
一
吾
カ生
元
自
嗜
ム二 烟
嵐
ヲ一
塵
裏
紛
囂
性
不
レ 堪
従
三 一
ヒ拝
二 趨
シ
テ金
玉
ノ
采
ニ一
昔
年
ノ伎
倆
対
シ
テ
レ
君
ニ慙
ヲ
又
楮
尾
一
律
奉
汗
光
韻
」
④
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斯
ノ節
寔
ニ嘉
節
何
ノ時
ソ亦
此
ノ時
叩
クレ 関
ヲ泉
ノ北
地
含
ムレ 筆
ヲ紀
ノ南
垂
賴
遇
テ二 相
知
ノ客
ニ一
莫
レ 違
二 夙
昔
ノ期
ニ一
頭
風
三
五
日
頓
ニ
ュ一
ノ詩
九
月
十
五
夜
木
落
二 千
林
一 凄
ト
シ
テ且
凉
タ
リ
満
庭
ノ寒
月
夜
蒼
々
守
レ
苦
想
ス
レ
ト
モ吟
難
レ 就
小
伎
却
乖
ク二 清
興
ノ長
ニ一
同
十
六
夜
南
山
雨
後
転
秋
風
満
目
ノ深
愁
事
々
空
シ
幸
ニ是
今
宵
情
半
減
ス
月
明
ニ
シ
テ不
レ 辨
セ墜
チ残
ル楓
酬
了
柏
先
生
解
レ 袂
以
来
曠
如
レ 歴
ル
カ
レ
稔
ヲ不
レ 堪
三 渇
二 慕
耒
神
ヲ一 惟
徒
仰
レ 面
看
二
」
④
27ウ
屋
梁
之
月
ヲ一 翹
レ 足
望
二 日
暮
之
雲
一 耳
愧
ラ
ク
ハ不
レ 知
二 鴻
貫
ノ至
ル時
ヲ一
無
シレ 通
ス
ル
コ
ト
二
問
安
ヲ一 慚
愧
何
ソ言
ハ
ム忽
辱
レ 賜
二 琅
函
并
ニ警
律
一
章
ヲ一 寔
ニ

之
光
彩
几
案
之
華
耀
何
ノ賜
ノ
カ加
ヘ
ン
レ
焉
ニ欣
慰
々
々
又
况
以
ス
ル
ヲ
ヤ
二
采
之
台
悃
ヲ一 耶
貧
道
之
於
二 足
下
ニ一 采
ラ
ン之
者
ノ蕭
カ乎
艾
カ耶
傾
仰
殊
ニ甚
シ雖
下 地
阻
二 胡
越
一 身
	中 参
斂
ニ上 豈
ニ外
ン
ヤ
レ
之
ニ耶
且
述
二 蕪
辞
ヲ一 恭
攀
二 厳
韻
ヲ一 伏
希
隠
括
即
辰
紅
楓
染
レ 錦
ヲ前
嶂
ノ光
景
看
ル
ニ之
不
レ 厭
カ

葉
映
スレ 雲
ニ近
林
ノ風
致
賞
ス
ル
ニ之
猶
余
レ
リ
請
早
ク廻
二 厳
駕
ヲ一 吟
之
賞
之
亦
吾
山
之
風
光
日
以
積
襲
セ
ム
不
二 亦
快
一 乎
臨
レ 書
ニ汗
流
怱
々
不
宣
独
行
テ二 閑
寺
ノ晩
ニ一
緬
カ
ニ憶
フ二 僻
村
ノ秋
ヲ一
禽
語
近
二 松
幌
ニ一
農
收
勤
ム二 芋
疇
ニ一
」
④
28オ
―77―
眸
ハ凝
シ二 林
薮
ノ勝
ナ
ル
ニ
一
耳
ハ洗
二 石
泉
ノ流
ニ一
守
レ 筆
ヲ慚
ツ二 相
識
ニ一
汗
顔
何
ノ日
ニ
カ休
セ
ム
又
附
一
律
以
代
夕
話
翩
々
タ
ル墜
葉
晩
ニ辞
スレ 柯
ヲ
想
像
東
郷
幽
趣
多
ラ
ン
松
菌
日
山
竈
賑
ヒ
棊
宵
野
人
過
ク
宅
隣
二 青
嶂
一 磨
二 長
劔
一
門
対
二 碧
溪
ニ一 鳴
二
佩
珂
ヲ一
安
ソ得
テ二 輕
飛

ノ挙
一
閑
軒
相
与
跨
ラ
ン
二
茶
鍋
ニ一
傾
来
拙
恙
重
累
ス於
レ 是
幸
ニ頼
二 了
栢
大
国
手
之
親
診
ス
ル
ニ
一
旋 ヤ
ヽ
得
レ
ス
ル
コ
ト
ヲ
レ
煩
ヲ不
レ 可
レ 不
二 趨
テ而
謝
セ一 卒
ニ書
二 蜂
腰
両
絶
ヲ一 以
述
二 愚
悃
ヲ一
其
一
重
ネレ 被
ヲ怯
テレ 寒
ヲ欣
フ二 日
ノ暄
ヲ一
此
心
将
合
ヘ
キ
二
対
シ
テ
カ
レ
誰
言
フ一
病
来
還
テ覚
フ殊
ニ多
コ
ト
ヲ
レ 味
窓
静
ニ
シ
テ不
レ 聞
カ二 塵
事
ノ喧
ヲ一
」
④
28ウ
其
二
吾
カ命
追
二 随
ス歳
月
ノ徂
ク
ニ
一
朝
聲
暮
粥
苦
コ
ト如
シレ 荼
ノ
因
テ知
ル方
劑
ノ頓
ニ消
セ
ン
コ
ト
ヲ
レ
疾
ヲ
展
ルレ 翼
ヲ凍
蠅
遶
ル二 薬
鑪
ヲ一
和
了
栢
韻
誰
カ有
ン二 胸
中
万
巻
ノ堆
一
兀
然
ト
シ
テ隠
レ 几
似
ルレ
ニ哉
世
間
不
三 復
無
二 知
己
一
忽
ニ寄
二 琅
	ヲ一 落
レ 手
ニ来
贈
了
柏
大
人
炉
ハ侶
レ 探
レ 冰
無
二 暖
気
一
衾
ハ如
レ 擁
レ 鉄
ヲ

二 攀
距
シ一
夜
来
頻
ニ喘
ス為
メ
ノ
レ
何
ノ
故
ソ
起
テ見
レ
ハ雪
花
囲
ム二 四
山
ヲ一
」
④
29オ
―78―
寬
文
七
丁
未
年
行
年
二
十
九
南
院
修
覆
記
吾
院
之
不
動
尊
者
本
祖
弘
法
大
師
所
親
刻
彫
之
靈
像
也
異
賊
逃
宇
内
入
寧
聖
風
遠
被
仏
日
赫
照
一
是
忿
怒
王
之
威
験
也
宥
盛
長
海
二
師
者
為
二 吾
山
両
門
之
主
領
一 称
ス二 自
家
一
時
ノ之
俊
髦
ト一 欲
レ 報
二 之
德
一 有
レ 稔
二 于
ニ一 於
是
告
ケ二
満
寺
ノ衆
衆
僉
肯
諾
ス因
寄
二 於
脇
谷
一
区
一 充
二 之
餉
供
香
灯
ニ一
是
乃
前
校
全
秀
住
ス
ル
二
吾
寺
ニ一 之
時
也
秀
師
開
榛
墾
田
夷
レ
徙
レ 民
建
二 丹
生
高
野
二
神
之
祠
一 曁
二 于
永
世
一 作
二 之
鎮
一 焉
」
④
29ウ
創
造
之
勲
可
レ 謂
勤
メ
タ
リ
ト矣
歳
歴
二 六
七
一 隣
村
郷
氓
鬱
而
跏
怒
濫
犯
疆
域
千
斤
万
斧
争
競
赭
レ 山
ヲ虐
害
罔
レ 極
制
レ 之
無
シレ 據
ロ
先
師
堯
遍
雖
ト
モ
下
不
レ 忍
之
情
動
ナ中 乎
中
ニ上 而
止
ン
ヌ矣
予
不
レ 忍
二 非
理
ノ
之
劫
奪
ニ一 告
ケ二 訴
テ衆
僧
ニ一 以
求
二 禁
禦
ヲ一 衆
僧
不
レ 肯
添
レ 薪
沃
油
滋
熾
猛
矣
唯
有
二 釈
文
院
主
朝
遍
阿
闍
一 深
慨
二 斯
事
ヲ一 勠
セ二
志
ヲ于
予
ニ一 焉
予
陵
レ 雪
冒
レ 霜
不
レ 労
二 跋
渉
一 達
二 武
府
一 而
訴
フ二 幕
下
ニ一
請
二 上
裁
一 再
三
遂
而
丙
午
之
春
有
二 幕
下
旨
一 永
過
二 絶
ス不
一
レ 若
者
ノ
ヲ
上
予
之
素
願
於
レ 此
ニ而
足
矣
以
嬰
上
事
故
神
祠
不
レ 遑
二 修
治
ス
ル
ニ
一
壇
讀
毀
棟
甍
朽
敗
ス依
テレ 斯
ニ今
命
レ 匠
沿
二 襲
ス旧
製
一 反
宇
秀
棟
煥
乎
可
シレ 観
ツ予
冀
事
之
所
由
後
裔
之
知
焉
記
而
」
④
30オ
―79―
以
貽
云
寬
文
第
七
龍
集
丁
未
六
月
廿
一
日
金
剛
峯
寺
南
院
第
世
阿
闍
良
意
記
文
選
錦
字
録
自
叙
昔
人
有
リレ 言
ヘ
ル
コ
ト曰
ク文
ハ者
貫
道
ノ之
器
ナ
リ也
不
シ
テ
レ
深
カ
ラ
二
於
斯
ニ一 道
有
ルレ 至
コ
ト者
ノ
ハ
否 ア
ラ
シ矣
寔
ニ惟
レ
ハ前
代
聖
哲
ノ之
所
レ 作
也
文
与
レ 道
脉
絡
貫
通
当
世
凡
流
之
所
レ 著
也
道
与
レ 文
茅
榛
否
塞
ヌ矣
是
以
古
昔
之
文
ハ則
必
本
キ二 曩
典
ニ一 率
ヒ二 由
ル旧
章
ニ一 祖
二 述
前
聖
ヲ一 憲
二 章
ス往
哲
ヲ一 不
レ 有
レ 未
三 曽
テ一
句
一
字
経
二 人
之
言
ヲ一 也
劉
即
不
三 漫
題
二 癪
字
ヲ一 虚
負
二
人
間
一
世
豪
ニ一 蓋
シ此
ノ之
謂
也
雖
レ 然
如
レ 予
之
菲
学
之
輩
可
ノ二
祖
述
ス一 之
詞
句
可
ノ二 蹈
襲
ス一 之
文
字
不
レ 知
四 復
所
三 以
裁
二 之
ヲ一 則
足
レ
リ
」
④
30ウ
レ 可
ニ二 歔
欷
ス一 焉
呉
興
凌
氏
有
リ二 文
錦
字
二
十
一
巻
一 誠
是
愚
蒙
之
一
助
也
惜
乎
換
二 謄
写
一 累
歴
二 翻
刻
ヲ一 魚
魯
盈
チレ 帙
ニ豕
亥
ルレ 編
ニ且
亦
採
コ
ト
レ
言
ヲ之
簡
ニ所
ロレ 釋
ス
ル之
略
ニ
シ
テ而
予
之
所
レ 欲
之
者
或
有
リレ 不
レ 収
之
矣
於
レ 是
ニ就
二 六
家
之
註
ニ一 博
尋
旁
求
裨
ヘ二 補
シ凌
氏
ヲ一 以
資
二 庸
才
一 命
之
曰
二 増
続
補
注
文
選
錦
字
ト一 是
非
下 為
二 可
畏
之
為
ス
ニ
上
レ
地
ヲ只
在
レ 満
ル
ニ
二
予
之
夙
志
ヲ一 而
已
後
之
覧
者
勿
レ 責
二 僣
踰
ヲ一 云
龍
飛
強
圉
恊
洽
中
秋
既
望
焉
求
山
人
虚
白
子
跋
」
④
31オ
―80―
（
白
丁
）
」
④
31ウ
寛
文
八
戊
申
年
行
年
三
十
」
④
32オ
―81―
（
白
丁
）
」
④
32ウ
（
白
丁
）
」
④
33オ
―82―
妙
極
堂
遺
稿
巻
之
四
」
④
33ウ
（
白
丁
）
」
④
34オ
―83―
右
遺
稿
四
之
巻
浄
書
了
斯
之
巻
乱
脱
差
誤
殊
多
且
依
草
本
写
之
比
丘
慧

」
④
34ウ
（
白
丁
）
」
④
裏
表
紙
見
返
―84―
」
④
裏
表
紙
（
て
ら
つ
ま
り
え
生
活
機
構
研
究
科
生
活
文
化
研
究
専
攻
修
了
生
）
（
せ
き
ぐ
ち
し
ず
お
歴
史
文
化
学
科
）
―85―
